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クロス張りの匠、グランプリで銀

　「のりが乾燥した後の仕上がりを想像して、クロスを張っていく」と話す野上卓大さん（市

三條）は、壁や床、ガラスフィルムなど、クロス張り全般を手掛けます。施工時は、微妙な

湿度の状態にも注意が必要。のりを付けたクロスをブラシで貼り、隅をカットします。

　３月開催の全国技能グランプリ・壁装部門で銀メダルを獲得。県の「ひょうごの匠

キャラバン隊」にも登録し、県下の中学校でも体験教室を開きます。（３月９日撮影）
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統合型地理情報システム＝位
置情報を持ったデータの加工・
管理や地図作成、高度な分析
を行うシステム技術の総称

イントラネット＝社内など一
定の範囲に限定して構築する
コンピュータネットワーク

ポータルサイト＝インターネッ
トの入口となるサイト。検索エ
ンジンやリンク集などを備える

ワンストップサービス＝一度
の手続きで、必要とする行政
手続きをすべて完了させられ
るよう設計されたサービス

CATV＝ケーブルテレビ

　

平
成
17
年
度
に
「
南
あ
わ
じ
市
地
域
情
報

化
計
画
」
を
５
年
計
画
で
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
の
下
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
の

整
備
を
中
心
と
し
た
情
報
基
盤
の
整
備
を
行

い
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
シ
ス
テ
ム
を
計
画
的

か
つ
効
率
的
に
整
備
し
、
生
活
の
利
便
性
の

向
上
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
市
内
全
域
で
の
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
貸
し
線
に
よ
る

民
間
事
業
者
の
光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ

ス
の
展
開
、
携
帯
電
話
の
不
感
地
解
消
、
行

政
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
構
築
に
よ
る
、
行
政
手

続
き
の
迅
速
化
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
行
っ
た
前
計
画
が

今
年
３
月
に
満
了
を
迎
え
た
た
め
、
次
の
５

1電子行政サービスの充実

❶
情
報
環
境
の
充
実

(1)市のWebサイトの
　　充実

①Webアクセシビリティの向上
②コンテンツの充実
③Webアンケートの実施
④満足度調査システムの導入

(2)電子申請・申告
　　サービスの充実

①電子申請・申告サービスの拡大
②電子申請サービスの高機能化の検討

(3)図書館情報システ
　　ムの拡充

①Web蔵書検索システムの充実
②Web蔵書検索システムの高度化の検討
③Web蔵書予約システムの導入の検討
④蔵書リクエストサービスの実現

(4)公共施設・文化施設
　　予約案内サービスの
　　充実

①公共施設予約案内システムの見直し
②公共施設利用料の電子決済の検討

(5)電子収納システム
　　の導入

①電子収納システムの導入

(6)メールマガジン配信
　　サービスの充実

①メールマガジン配信サービスの充実

2窓口業務の充実
(1)ITを活用した総合窓
　　口の利便性の向上

①市民が分かりやすい窓口サービスの提供
②順番待ち整理システムの導入

3いつでも・どこでも役に立つ情報の提供
(1)携帯電話版Webサイ
　　トの提供

①携帯電話版Webサイトの実現

1参加・協働化の推進

❷
住
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

(1)地域SNS・ポータル
　サイト立ち上げ支援

①地域SNSの立ち上げの支援

(2)引越し手続きなどの
　　官民連携によるワン
　　ストップサービス

①官民連携ワンストップサービス実現に向
　けての検討

(3)ITを活用した観光情
　　報の発信

①CATV網を活用したWebカメラ等による
　ライブ映像の配信
②即時性の高い情報の提供による無駄の
　少ない観光地の実現の検討

(4)ITを活用した特産品
　　等のPR、販路拡大

①Webサイト作成研修やｅショップ運営に
　関する支援
②ICTを利用した地域ブランド確立の模索

2住みたくなるまちづくりの支援

(1)CATVを活用した住
　　民参加型地域情報番
　　組の配信

①自主放送番組の充実
②市民特派員制度の検討
③投稿番組の受付
④市民提案番組の導入の検討

3安全・安心に暮らせるまちづくり

(1)CATV網をはじめと
　　したICTを活用した
　　防災・減災システム
　　の検討

①防災監視カメラの追加設置の検討
②防災情報伝達システムの導入の検討
③J-ALERTと連携した音声告知システムの
　導入
④災害時の要援護者支援システムの検討

(２)子どもの安全・安心
　　の確保

①子どもの登下校見守りシステムの導入の
　検討
②ネット犯罪から子どもを守るしくみや安全
　利用教育の推進
③こどもあんしんネットの普及啓発

(3)高齢者・障害者の安
　　全・安心の確保

①高齢者安心相談事業の拡充
②緊急通報システムの見直し

❸
情
報
環
境
の
整
備

1情報環境の整備

(1)CATVサービスの
　　充実

①CATV自主放送のHD化
②インターネットサービスの充実
③新サービスへの対応
④近隣局との連携によるサービスの拡充

(2)地上デジタル放送へ
　　の円滑な移行推進

①CATV加入促進
②周知広報

(3)携帯電話の不感地
　　解消

①CATV網を活用した携帯電話の基地局整
備による不感地解消の実施
②継続的な携帯電話事業者への働きかけ

2ICTの活用教育の推進
(1)IT講習会・生涯学習
　　の充実

①IT利活用講習会の充実
②セキュリティ講習会の実施

(2)地域情報化サポー
　　ター制度の検討

①地域情報化サポーター制度の検討

❹
行
政
事
務
の
効
率
的
・
効
果
的
な
執
行
・
運
営
・
管
理

1ITを利活用した業務プロセスの最適化

(1)情報システム更新及
　　び最適化の推進

①更新の方針の決定及び計画の策定
②システムの改修・開発
③業務フロー等の見直し
④新庁舎との関連性

(2)共通管理業務や重複
　　業務・システムの集
　　約化・簡素化の推進

①共通管理業務、重複業務の集約化、簡素
　化の推進
②規定等の見直しの実施
③統合型地図システム（GIS）の導入の検討

(3)文書電子化の推進

①システム検討
②電子決裁導入、利用促進
③既存文書の電子化
④電子文書のWeb公開の検討

(4)知識・経験の情報
　　共有化推進

①システム導入及び開発

2情報セキュリティ対策の強化
(1)個人情報保護・情報
　　セキュリティ対策の
　　強化 

①情報セキュリティ対策の強化
②情報セキュリティ研修の充実
③情報セキュリティ内部監査制度の導入

3庁内IT環境の向上
(1)庁内IT環境の充実・
　　強化

①機能の充実、強化

(2)IT人材教育・育成研
　　修の実施 

①情報化推進リーダーの確保・育成

(3)新庁舎建設に伴う効
　　率的なIT設備構築

①効率的な情報システムの構築にかかる調
　査、検討及び構築

年
間
の
市
の
情
報
化
の
方
向
性
と
具
体
的
な

取
り
組
み
を
示
す
「
第
２
次
南
あ
わ
じ
市
地

域
情
報
化
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

基
盤
の
整
備
か
ら
活
用
へ

　

今
回
の
計
画
は
、
前
の
計
画
で
整
備
し
た

情
報
基
盤
の
有
効
活
用
に
重
点
を
お
き
、
平

成
21
年
11
月
に
実
施
し
た
、「
地
域
情
報
化

に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
結
果
を
反

映
さ
せ
て
策
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
26
年
度
開
庁
予
定
の
新
庁
舎

で
、
効
率
的
で
分
か
り
や
す
い
窓
口
が
提
供

で
き
る
よ
う
電
算
シ
ス
テ
ム
か
ら
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
す
る
た
め
の
行
政
情
報
化
も
盛
り
込

ん
で
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
表
に
あ
る
28
の
施
策
を
展

開
し
ま
す
が
、
中
で
も
次
の
７
項
目
を
重
点

施
策
と
し
て
い
ま
す
。

1
市
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
充
実

　

現
在
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
見
直
し
、
よ
り

使
い
や
す
く
情
報
の
充
実
し
た
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ

ト
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

2
電
子
収
納
シ
ス
テ
ム
の
導
入

　

税
金
や
公
共
料
金
な
ど
の
納
付
・
支
払
い

方
法
を
拡
充
し
手
軽
に
手
続
き
が
で
き
る
よ

う
収
納
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
ま
す
。

3
携
帯
電
話
版
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
実
現

　

市
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
携
帯
電
話
で
も
見

情報化情報化情報化情報化情報化情報化情報化情報化情報化情報化「地域情報化計画」が示す
　　　　　　今後５年間の取組み

HD＝地デジなどのハイビジョン
放送における高解像度のこと

ICT＝情報通信技術
IT＝情報技術
J-ALERT＝全国瞬時警報シ
ステム

SNS＝人と人とのつながりを
仲立ちする会員制コミュニテ
ィ型のWebサイト

Web アクセシビリティ＝
Web サイトのわかりやすさ、
使いやすさの度合い

Webサイト＝ひとまとまりに
公開されているWebページの
こと。ホームページとも呼ぶ

組
み
ま
す
。

6
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
自
主
放
送
番
組
の
Ｈ
Ｄ

化
や
ケ
ー
ブ
ル
電
話
の
洲
本
市
と
の
相
互
通

話
の
実
現
な
ど
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
サ
ー
ビ

ス
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

7
情
報
シ
ス
テ
ム
の
更
新
・
最
適
化
の
推
進

　

合
併
時
に
整
備
し
た
市
の
行
政
電
算
シ
ス

テ
ム
が
更
新
の
時
期
を
迎
え
て
い
る
た
め
、

業
務
手
順
の
見
直
し
や
、
新
庁
舎
建
設
に
伴

う
シ
ス
テ
ム
の
変
更
も
視
野
に
入
れ
た
、
手

戻
り
の
な
い
、
低
コ
ス
ト
で
高
効
率
な
シ
ス

テ
ム
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
以
上
の
施
策
体
系
に
基
づ
き
市

民
の
皆
さ
ま
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら

情
報
化
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

情
報
技
術
の
進
展
は
日
々
目
覚
し
く
進
化

し
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
も
効
果
的
、
効
率

的
に
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、
社
会
環
境
の

変
化
や
情
報
化
の
進
展
に
合
わ
せ
、
適
宜
見

直
し
な
が
ら
取
り
組
み
ま
す
。

※
計
画
書
（
全
文
）
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
情
報
課
☎
43
・
５
０
０
３

ら
れ
る
よ
う
、
携
帯
電
話
版
の
Ｗ
ｅ

ｂ
サ
イ
ト
を
提
供
し
ま
す
。

4
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
を
利
用
し
た
住
民
参

加
型
地
域
情
報
番
組
の
配
信

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
番
組
内
容
を
見

直
し
、
よ
り
身
近
な
地
域
密
着
型
の

番
組
を
提
供
し
ま
す
。

5
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
網
を
は
じ
め
と
し
た

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
防
災
・
減
災
シ

ス
テ
ム
の
検
討

　

市
内
全
域
に
張
り
巡
ら
せ
た
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
基
盤
な
ど
を
活
用
し
、

防
災
情
報
の
伝
達
、
情
報
収
集
な
ど

が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
取
り

地
域
情
報
化
計
画
の
体
系

地
域
情
報
化
計
画
の
体
系

　

平
成

化
計
画
」
を
５
年
計
画
で
策
定
し
ま
し
た
。

整
備
を
中
心
と
し
た
情
報
基
盤
の
整
備
を
行

か
つ
効
率
的
に
整
備
し
、
生
活
の
利
便
性
の

向
上
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　　　　　　今後５年間の取組み　　　　　　今後５年間の取組み
情報施

策市が進
める

計画を
公表

　　　
　　

情報でつながる

  広がる

    通じあう

－用語解説－

地域情報化計画地域情報化計画
第2次
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市政ひろば

コ
ア
ラ
４
頭
を
公
開

　

兵
庫
県
と
姉
妹
提
携
し
て
い
る

西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
か
ら
３
月

６
日
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
に
コ

ア
ラ
４
頭
が
贈
ら
れ
、
公
開
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

コ
ア
ラ
は
１
歳
８
か
月
〜
３
歳

の
オ
ス
１
頭
と
メ
ス
３
頭
で
、
同

園
の
飼
育
数
は
合
計
９
頭
。
国
内

最
多
の
コ
ア
ラ
飼
育
施
設
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
贈
ら
れ
た
コ
ア

ラ
は
人
で
換
算
す
る
と
10
代
の
年

齢
で
、
今
後
同
園
で
の
繁
殖
も
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

式
典
で
は
、
コ
リ
ン
・
バ
ー

ネ
ッ
ト
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
首

相
が
、「
30
年
間
長
く
良
好
な
関

係
が
続
い
て
い
ま
す
。
コ
ア
ラ
は

友
好
関
係
の
象
徴
的
存
在
。
州
の

子
ど
も
た
ち
全
て
か
ら
の
ギ
フ
ト

で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

▲コアラ歓迎式典

西
豪
州
か
ら
寄
贈

　

市
の
福
祉
の
た
め
に
使
っ
て
ほ

し
い
と
次
の
方
々
か
ら
寄
附
が
あ

り
ま
し
た
。

▽
柳
福
良
む
つ
み
会
＝
６
万
73
円

▽
福
良
不
動
講
代
表
・
内
海
覚
信

（
信
太
朗
）さ
ん
＝
12
万
円

寄
附
金

4
広報 

　第 37回市議会定例会が２月 28日に招集され、中田勝久市長が平成 23年
度施政方針と予算案を提案しました。その概要をお知らせします。
　なお、施政方針の全文と予算の詳細は、南あわじ市ホームページからご覧い
ただけます。（予算と主要事業の記事は６～９頁）

▲施政方針を述べる中田市長
　

菅
内
閣
は
、
本
年
を
「
平
成
の
開
国
元
年
」

と
と
ら
え
、「
新
成
長
戦
略
」
の
着
実
か
つ
早

急
な
実
現
を
図
り
、
一
括
交
付
金
制
度
の
拡
充

や
国
の
出
先
機
関
の
原
則
廃
止
な
ど
「
地
域
主

権
改
革
」
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と
閣
議
決
定

さ
れ
ま
し
た
。
地
域
主
権
改
革
に
お
い
て
は
、

広
域
連
合
の
動
き
が
活
発
化
し
、
井
戸
知
事
が

代
表
と
な
っ
て
「
関
西
広
域
連
合
」
を
強
力
に

推
進
さ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

開
国
元
年
が
示
す
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
協
定
を
は
じ
め
と
す
る

貿
易
自
由
化
の
動
き
は
、
日
本
農
業
に
と
っ

て
極
め
て
大
き
な
影
響
が
予
想
さ
れ
、
南
あ

わ
じ
市
に
お
い
て
も
、
酪
農
、
肉
用
牛
を
中

心
に
大
打
撃
を
受
け
る
こ
と
は
必
至
で
あ
り

ま
す
。
農
林
水
産
省
の
試
算
で
は
、
米
の
生

産
は
９
割
減
少
、
食
料
自
給
率
が
14
％
に
低

下
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

混
迷
す
る
政
治
・
経
済
の
状
況
下
に
お
い

て
、
市
長
、
職
員
が
公
僕
と
し
て
確
固
た
る

信
念
を
持
ち
、
自
ら
を
高
め
、
地
域
や
社
会

状
況
を
分
析
把
握
し
な
が
ら
将
来
に
布
石
の

打
て
る
施
策
展
開
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

合
併
後
７
年
目
を
迎
え
る
今
年
は
、「
軸
の
ぶ

れ
な
い
年
」
と
位
置
づ
け
、「
自
立
へ
の
挑
戦
」

を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
力
、地
域
力
発
揮
へ
の
挑
戦

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
代
表
さ
れ
る
自
由
貿
易
の
議
論

は
、
農
水
産
業
を
主
力
と
す
る
南
あ
わ
じ
市
に

と
っ
て
非
常
に
憂
慮
す
べ
き
こ
と
で
す
。
農
政

改
革
に
対
す
る
要
請
を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
、

持
続
可
能
な
農
漁
業
を
確
立
す
る
た
め
に
足

腰
の
強
い
体
質
に
変
革
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

　　　自立への挑戦

ん
。
生
産
力
及
び
生
産
性
の
向
上
、所
得
確
保
、

販
売
・
流
通
対
策
な
ど
、
各
分
野
を
見
直
し
、

生
産
者
や
生
産
者
団
体
、
関
係
機
関
が
一
丸
と

な
っ
た
取
り
組
み
を
行
い
、
地
域
力
を
発
揮
で

き
る
よ
う
挑
戦
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
庁
舎
建
設
の
推
進
と
並
行
し
て
、

分
庁
舎
跡
地
利
用
や
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
設

置
に
向
け
全
力
を
上
げ
ま
す
。
特
に
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
は
、
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
が
急

激
に
進
む
中
、
地
域
力
・
市
民
力
を
発
揮
し
、

助
け
合
い
、
住
み
よ
い
街
に
す
る
た
め
の
拠
点

施
設
と
し
て
不
可
欠
で
す
。
地
域
の
特
徴
や
独

自
性
を
尊
重
し
、
自
主
的
活
動
を
奨
励
し
な
が

ら
強
い
絆
で
結
ば
れ
た
地
域
づ
く
り
に
挑
戦
し

て
ま
い
り
ま
す
。

安
心
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
挑
戦

　

市
民
の
安
心
安
全
は
、
産
業
の
活
性
化
と

雇
用
の
確
保
、
教
育
や
福
祉
医
療
と
併
せ
て
、

防
災
対
策
や
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
な
ど
数

多
く
の
分
野
を
充
実
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
特
に
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
に
対

応
し
た
社
会
の
仕
組
み
づ
く
り
は
、
私
た
ち

世
代
に
課
せ
ら
れ
た
大
き
な
責
務
で
あ
り
、

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
少
子
化

対
策
や
命
を
守
る
防
災
対
策
に
力
を
注
い
で

ま
い
り
ま
す
。
道
路
な
ど
生
活
基
盤
の
整
備

と
と
も
に
、
高
齢
者
や
生
活
弱
者
に
対
応
し

た
施
策
を
着
実
に
実
施
し
、
安
心
で
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
産
業
振
興
を
図
る
た
め
基
盤
整
備

を
推
し
進
め
、
堅
実
な
生
産
と
南
あ
わ
じ
市

の
豊
富
な
素
材
・
人
材
を
十
分
に
生
か
し
た

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
６
次
産
業
化
を
促
進
し

ま
す
。そ
し
て
、農
漁
業
や
瓦
産
業
、観
光
、食
、

歴
史
文
化
、
自
然
景
観
な
ど
、
魅
力
あ
る
「
ふ

る
さ
と
」
を
ま
る
ご
と
売
り
出
し
、
生
み
出

す
こ
と
へ
挑
戦
し
て
ま
い
り
ま
す
。

強
固
な
行
財
政
基
盤
づ
く
り
へ
の
挑
戦

　

行
財
政
改
革
を
着
実
に
推
進
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
行
革
を
進
め
な
が
ら
の
基
本
的
な

事
業
の
実
施
は
苦
難
の
連
続
で
し
た
が
、
平

成
23
年
度
予
算
の
収
支
均
衡
が
図
ら
れ
、
実

質
公
債
費
比
率
も
減
少
に
転
じ
た
の
は
市
民

の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
で
す
。

　

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
道
半
ば
で
す
。
人
口
減

少
・
超
高
齢
社
会
に
突
入
し
、
産
業
の
低
迷
や

将
来
不
安
が
増
幅
し
て
い
ま
す
。
市
民
ニ
ー

ズ
の
多
様
化
、
数
多
く
の
重
要
課
題
、
厳
し

い
財
政
状
況
な
ど
、
一
つ
ひ
と
つ
を
着
実
に

丁
寧
に
解
決
す
る
た
め
に
、
市
民
参
加
型
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
強
固
な
行
財
政
基
盤
を
創
り
あ
げ

る
た
め
、「
第
２
次
行
財
政
改
革
大
綱
」
に
基

づ
き
行
財
政
改
革
を
遂
行
す
る
と
と
も
に
、

新
庁
舎
建
設
に
よ
る
効
率
的
な
行
政
経
営
の

促
進
及
び
公
用
・
公
共
用
施
設
の
整
理
統
合

廃
止
の
具
体
化
を
検
討
し
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
予
算
の
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
膨

大
な
地
域
か
ら
の
要
望
や
事
務
事
業
な
ど
、
全
て

を
予
算
化
す
る
こ
と
が
困
難
な
な
か
、
私
た
ち
世

代
に
課
せ
ら
れ
た
行
財
政
改
革
に
視
点
を
置
き
、

事
業
の
緊
急
性
と
優
先
順
位
を
精
査
し
、
財
源
の

効
率
的
か
つ
効
果
的
配
分
に
努
め
、
市
の
将
来
へ

の
布
石
と
な
る
的
確
な
事
業
展
開
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
予
算
を
編
成
い
た
し
ま
し
た
。

～軸のぶれない年～施政
方針

応募方法　官製はがきに「❶住所❷氏名❸年齢❹電
話番号❺４頭それぞれの愛称❻愛称を考えた理由」
を記入し、商工観光課に郵送※園内でも応募できます

※応募チラシは市ホームページでご覧いただけ
　ます（応募は１人１回、各種賞あり）
応募締切　４月30日（土）当日消印有効
問商工観光課☎37-3012
　〒 656-0332南あわじ市湊90-1

コアラ４頭の愛称を募集

❶メス１歳 ❷メス３歳

❸メス２歳 ❹オス１歳

小さくてかわいい のんびりやさん

気分やさん いつもリラックス

義
援
金
箱
を
設
置

◆
義
援
金
箱
設
置　

　

市
と
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

東
日
本
大
震
災
で
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
地
域
に
義
援
金
を
送
る
た

め
、
市
内
16
か
所
に
義
援
金
箱
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
義

援
金
は
被
災
者
の
生
活
復
旧
や
復

興
支
援
の
た
め
、
被
災
地
へ
送
金

さ
れ
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▽
設
置
場
所　

①
市
役
所
（
12
か

所
）＝
各
庁
舎
、支
所
、出
張
所
、

連
絡
所
、南
淡
公
民
館
、②
社
会

福
祉
協
議
会（
４
か
所
）＝
各
支
部

▽
義
援
金　

３
月
22
日
現
在
、総

額
で
５
０
７
万
９
０
９
９
円
集
ま

っ
て
い
ま
す

※
義
援
金
は
寄
付
金
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
の
で
、領
収
書
の

必
要
な
人
は
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
２

　

社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
44
・
３
０
０
７

広
が
る
支
援
の
輪

教
育
長
と
委
員

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
塚
本
圭
右

教
育
長
が
３
月
30
日
付
で
退
任
さ

れ
、
次
の
方
が
教
育
長
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

教
育
長　

岡
田
昌
史
（
松
帆
）

▽
経
歴
＝
旧
西
淡
町
総
務
民
生
担

当
理
事
、
南
あ
わ
じ
市
総
務
部

長
、
南
あ
わ
じ
市
財
務
部
長

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　

藤
江
義
和
（
広
田
）

　

辻　
　

明
（
湊
）

　

坂
本
安
弘
（
八
木
）

　

磯
辺
正
和
（
灘
）

　

市
で
は
、
子
育
て
世
代
の
親
子

が
お
出
か
け
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
を
す
る
た
め
「
お
で
か
け
マ
ッ

プ
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
同
マ
ッ

プ
に
は
、
市
全
体
の
地
図
に
ベ
ビ
ー

チ
ェ
ア
や
オ
ム
ツ
交
換
台
が
設
置

さ
れ
て
い
る
施
設
や
、
公
園
、
温
泉

施
設
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
役
所
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
や
公

民
館
、
図
書
館
な
ど
で
配
布
し
て
い

お
で
か
け
マ
ッ
プ

※
コ
ア
ラ
に
は
、
こ
れ
ま
で
健け
ん
・
康こ
う
・
幸こ
う
・
福ふ
く
・
ミ
ク
・
リ
ク
・
ア
ル
ン
・
豪ご
う
・
み
な
み
・
ひ
か
り
・
み
ど
り
・
友と
も
・
ア
オ
イ
・

好よ
し

・
ミ
ズ
キ
・
モ
モ
ジ
・
ピ
ッ
ク
ス
と
い
う
名
前
が
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
（
同
一
名
・
読
み
仮
名
は
不
可
）

▲任期は３月31日～
平成27年３月30日

▲市内16か所に設置され
た義援金箱

▲義援金を渡す市連合自治会の
辻川一之会長（左）と社会福祉協
議会の谷口啓一会長（右）

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。▲おでかけマップはＡ４版カラーの

二つ折りで１,０００部作成しました

親
子
の
外
出
支
援
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　平成23年度の予算は、財政健全化計画などに基づき行財政改革を着実に推進してきた

結果、合併後初めて収支均衡を図ることができました。前年度に引き続き「選択と集中」を

念頭に、緊急性・必要性を総合的に勘案した予算となっています。

国民健康保険
65億9,992万円（－0.5％）

老人保健
383万円（＋468.0％）

後期高齢者医療
11億8,523万円（＋2.8％）

介護保険
41億5,370万円（＋2.3％）

訪問看護
5,090万円（－1.4％）

慶野松原海水浴場
1,052万円（＋5.5％）

土地開発
2億9,718万円（－0.9％）

産業廃棄物最終処分
8,040万円（－6.5％）

ケーブルテレビ
4億2,701万円（＋0.7％）

下水道
50億2,906万円（－10.1％）

農業共済
5億1,970万円（＋1.6％）

国民宿舎
4億8,483万円（＋1.3％）

 （　）内は、22年度比

【用語説明】❶民生費＝高齢者福祉や少子化対策など❷公
債費＝借入金（市の借金）の返済金❸総務費＝一般事務経
費や市役所の管理など❹土木費＝道路や河川・公園の整備・
管理など❺教育費＝小中学校の整備や教育など❻農林水産
業費＝農林水産業の振興、ほ場整備など❼衛生費＝保健衛
生やゴミ処理など❽消防費＝防災対策や消防団活動など❾
商工費＝商工業の振興、観光事業の促進など10議会費＝議
会の運営など11その他＝予備費、労働費など

【用語説明】❶地方交付税＝地方の財源の均衡を図
るため国から交付されるお金❷市税＝市民税や固定資
産税など❸市債＝事業をする際、銀行等から借りるお
金❹国庫・県支出金＝事業に対する国・県からの補
助❺諸収入＝貸付金元利収入や預金利子など❻使用
料及び手数料＝公共施設の使用料など❼その他＝
地方消費税交付金や地方譲与税、各種事業分担金、繰

入金など

※市民１人当たりの額は、平成23年２月末

　住民基本台帳人口51,558人で算出

収支均衡の取れた予算
合併後初、積立金（貯金）に頼ることのない

　

市
の
自
主
財
源
は
約
３
割

　

自
主
財
源
の
大
半
を
占
め
る
市
税
は
、

法
人
市
民
税
で
微
増
を
見
込
ん
だ
も
の
の
、

固
定
資
産
税
の
減
収
が
響
き
、
前
年
度
比

１
・
０
％
減
の
58
億
６
３
２
２
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

一
方
、
依
存
財
源
の
約
半
分
を
占
め
る

地
方
交
付
税
は
、
地
方
財
政
が
極
め
て
厳

し
い
状
況
に
配
慮
し
て
、
２
・
８
％
増
の

90
億
５
０
０
０
万
円
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　

市
債
は
28
・
７
％
増
の
27
億
７
４
５
０
万

円
と
大
き
く
増
額
し
て
い
ま
す
。
庁
舎
整
備

事
業
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
機
器
更
新
、
福

良
地
区
市
営
住
宅
の
建
設
な
ど
、
新
た
な
事

業
の
財
源
と
し
て
市
債
を
発
行
す
る
予
定
と

し
て
い
ま
す
。

　

公
債
費
が
減
少

　

歳
出
を
性
質
別
で
見
る
と
、
最
も
大
き

な
割
合
を
占
め
る
公
債
費
は
、
前
年
度
比

６
・
９
％
減
の
43
億
２
４
５
８
万
円
と
し
、

う
ち
２
億
５
０
０
０
万
円
の
繰
上
償
還
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

　

次
に
、
大
き
な
割
合
を
占
め
る
人
件
費
で

は
、
職
員
数
の
削
減
な
ど
に
よ
り
５
・
５
％

減
の
40
億
９
８
０
１
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
普
通
建
設
事
業
費
で
は
、
右

記
の
庁
舎
整
備
事
業
な
ど
新
規
事
業
の

ほ
か
、
道
路
改
良
事
業
や
小
中
学
校
の
大

規
模
改
造
事
業
等
に
よ
り
14
・
０
％
増
の

28
億
９
６
８
７
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

目
的
別
歳
出
の
総
務
費
と
土
木
費
が
増
額
し

て
い
る
の
も
、
こ
れ
ら
が
主
な
要
因
で
す
。

一般会計当初予算 ２３９億円

43億2,458万円
 （－6.9％）

　　借入金（市の借金）の返済金

40億9,801万円
（－5.5％）

　　特別職や一般職の給与など

37億4,133万円
（＋5.4％）

　　特別会計への繰出金

32億2,634万円
（＋6.1％）

　　医療費や子ども手当など

29億5,119万円
（＋2.3％）

　　施設の管理費や物品の購入など

28億9,687万円
（＋14.0％）

　　公共施設の建設費など

23億4,370万円
（－4.5％）

　　各種団体への補助金など

3億1,798万円
（＋0.2％）

　　積立金、維持補修費、投資・出資・貸付金など

一般会計 

歳出（性質別）
239億円

公債費
18.1％

人件費
17.1％

繰出金
15.7％

扶助費
13.5％

物件費
12.4％

補助費等
9.8％

その他
1.3％

普通建設事業費
12.1％

性質別グラフ歳出

民生費（＋4.7％） 64億3,082万円

公債費（－6.9％） 43億2,479万円

総務費（＋18.1％） 27億4,902万円

土木費（＋21.8％） 24億4,289万円

教育費（－12.2％） 24億1,448万円

農林水産業費（－17.1％）19億1,124万円

衛生費（－1.5％） 16億9,474万円

消防費（＋0.3％） 8億8,695万円

商工費（－4.8％） 5億9,365万円

議会費（＋18.1％） 2億6,031万円

その他（＋27.4％） 1億9,111万円

地方交付税（＋2.8％） 90億5,000万円

市税（－1.0％） 58億6,322万円

市債（＋28.7％） 27億7,450万円

国庫支出金（＋23.7％）19億3,616万円

県支出金（－13.8％） 16億4,528万円

諸収入（－14.3％） 6億5,002万円

使用料及び手数料
（－0.8％） 6億1,066万円

その他（－33.1％） 13億7,016万円
  1.1％

  0.8％

目的別グラフ歳出 歳入

37.9％

24.5％

  11.6％

  8.1％

  2.7％
  6.9％

  2.6％
  5.7％

26.9％

18.1％

11.5％

  10.2％

  10.1％

  8.0％

  7.1％
  3.7％
  2.5％

－緊急性・必要性を勘案した予算－

基金（貯金）残高の見込み
23年度末 市民1人当たり

一般会計 70億1,279万円 13万6,000円

特別会計 7億3,129万円 1万4,000円

合計 77億4,408万円 15万円

市債（借金）残高の見込み
23年度末 市民1人当たり

一般会計 380億9,245万円 73万9,000円

特別会計 313億4,956万円 60万8,000円

合計 694億4,201万円 134万7,000円

行政評価の効果
５年目の事務事業の見直し

　市では平成18年度から行政評価を

行っています。平成22年度は、市の事業を

1,377事業に分け、86の事業を評価し、予

算に反映しました。その結果、約2,100万

円の経費節減を図りました。

行政評価…業務に対する目的意識・コス
ト意識の醸成と市民ニーズに応じた事務

執行や創意工夫による経費節減、行政運営の

透明性の確保を目的としています。

22年度削減効果額 2,100万円

特別会計

歳出 歳入

29億5,119万円

　　施設の管理費や物品の購入など

自主財源＝31.3％
　皆さまに納めていただく税金や使用料な

ど、市が自主的に収入する財源です。

（例．市税、繰入金、使用料及び手数料、諸収

入、分担金及び負担金、繰越金）

依存財源＝68.7％
　国や県から定められた額を交付された

り、配分されたりする収入をいいます。

（例.地方交付税、市債、国庫・県支出金、地

方消費税交付金、地方譲与税）

平成23年度

「収支均衡」とは？
単年度の収入で支出を賄える状態のこと

です。具体的には市の貯金である財政調

整基金や前年度の繰越金といった臨時的

な収入を見込まない予算で、南あわじ市

では合併後初めてとなります。
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「食」がはぐくむ　ふれあい共生の都
ま ち
市

　～夢・知恵・元気あふれる豊穣の郷
さと
づくり～

123色付数字＝新規・拡充事業
123黒色数字＝継続事業

9
広報 

職（
食
）づ
く
り

〜
夢
あ
ふ
れ
、働
く
場
を
生
み
出
す
ま
ち
づ
く
り
〜

①
交
流
・
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
０
万
円

　

1
花
火
大
会
な
ど
市
民
ま
つ
り
の
開
催

②
観
光
の
振
興　

１
億
２
８
５
１
万
円

　

1
農
業
公
園
の
管
理
運
営
・
10
周
年
記
念

事
業
開
催
2
足
湯
施
設
の
指
定
管
理
3
慶
野

松
原
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会
へ
の
補
助

③
観
光
施
設
整
備　
　

２
４
７
０
万
円

　

1
大
鳴
門
橋
記
念
館
の
屋
外
改
修
2
灘
黒

岩
水
仙
郷
の
安
全
対
策
・
鳥
獣
対
策

④
広
報
活
動
の
充
実

　
　
　
　
　
　
　

１
億
５
４
７
０
万
円

　

1
広
報
紙
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
情
報
発

信
2
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
用
機
器
の
更
新

①
経
営
構
造
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　

２
億
１
８
０
０
万
円

　

1
八
幡
南
・
賀
集
・
鍛
治
屋
地
区
で
コ
ン

ク
リ
ー
ト
畦け

い
は
ん畔

を
整
備

人
づ
く
り

〜
知
恵
あ
ふ
れ
、郷
土
愛
が
満
ち
る
ま
ち
づ
く
り
〜

①
郷
土
芸
能
の
伝
統
保
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
４
２
０
万
円

　

1
芸
能
文
化
芸
術
の
保
存
伝
承
2
淡
路
人

形
協
会
へ
の
助
成

②
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
支
援

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
５
５
０
万
円

　

1
自
治
会
運
営
助
成
2
集
会
所
改
修
助
成

③「
若
人
の
広
場
」施
設
再
整
備
等
の
検
討

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

２
４
０
０
万
円

若
人
の
広
場
調
査
・
整
備
計
画
の
策
定

①
小
中
学
校
整
備
４
億
２
３
７
１
万
円

　

1
市
小
学
校
校
舎
・
阿
万
小
学
校
体
育
館

の
大
規
模
改
造
2
御
原
中
学
校
体
育
館
の
大

規
模
改
造

②
学
校
運
営
支
援　
　
　

７
９
９
万
円

　

1
教
員
Ｏ
Ｂ
な
ど
の
生
徒
指
導
支
援
等

③
図
書
館
利
用
促
進　

２
０
０
０
万
円

　

1
図
書
館
図
書
の
増
冊

①
ス
ポ
ー
ツ
振
興　
　

１
８
１
５
万
円

　

1
各
種
団
体
へ
の
助
成
等

②
公
民
館
活
動　
　
　

１
１
８
７
万
円

　

1
各
種
講
座
2
公
民
館
ま
つ
り
、文
化
祭
等

安
ら
ぎ
づ
く
り

〜
元
気
あ
ふ
れ
、住
ん
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
〜

①
防
災
組
織
・
防
災
体
制
の
充
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
５
４
９
万
円

　

1
自
主
防
災
組
織
の
育
成
2
防
災
訓
練
の

実
施
3
消
防
設
備
の
整
備
4
全
国
瞬
時
警
報

シ
ス
テ
ム
の
導
入
（
災
害
時
な
ど
の
緊
急
情

報
を
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
網
を
通
じ
瞬
時
に
発

信
し
ま
す
）

②
子
ど
も
の
安
全
対
策　

３
２
４
万
円

　

1
倭
文
・
辰
美
・
西
淡
志
知
・
市
・
神
代
・

三
原
志
知
・
北
阿
万
・
沼
島
小
学
校
に
Ａ
Ｅ

Ｄ
配
備
2
「
こ
ど
も
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
」
に

よ
る
不
審
者
情
報
の
メ
ー
ル
配
信

③
道
路
整
備　
　

２
億
３
５
９
０
万
円

　

1
茶
屋
池
線
、
土
井
線
、
津
井
伊
加
利
線

等
の
整
備

④
住
環
境
の
整
備
３
億
９
１
６
９
万
円

　

1
福
良
地
区
市
営
住
宅
の
整
備
2
住
宅
簡

易
耐
震
診
断
3
市
内
の
全
高
齢
者
世
帯
を
対

象
に
火
災
警
報
器
を
無
償
で
設
置

①
高
齢
者
の
生
き
が
い
支
援

　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
２
２
０
万
円

　

1
敬
老
祝
金
、金
婚
夫
婦
記
念
品
2
老
人
ク

ラ
ブ
活
動
支
援
・
健
康
推
進
補
助
3
敬
老
会

②
健
康
づ
く
り
推
進
・
各
種
予
防
接
種

　
　
　
　
　
　
　

１
億
４
７
６
１
万
円

　

1
町
ぐ
る
み
健
診
、
各
種
検
診
等
2
女
性

特
有
の
が
ん
検
診
の
推
進
3
各
種
予
防
接
種

の
助
成
（
子
宮
頸
が
ん
、
ヒ
ブ
、
肺
炎
球
菌
）

③
地
域
支
援
事
業
推
進
８
６
７
１
万
円

　

1
い
き
い
き
百
歳
体
操
・
介
護
予
防
事
業

①
少
子
化
対
策
・
子
育
て
支
援

　
　
　
　
　
　
　

14
億
８
０
５
３
万
円

　

1
子
育
て
情
報
（
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
）
の

メ
ー
ル
配
信
2
妊
婦
健
康
診
査
費
・
特
定
不

妊
治
療
費
の
助
成
3
子
ど
も
手
当
の
支
給
4

こ
ど
も
医
療
費
助
成
5
子
育
て
学
習
・
支
援

セ
ン
タ
ー
活
動
6
発
達
障
害
児
の
早
期
支
援

（
５
歳
児
健
診
）
7
子
育
て
応
援
ス
ペ
ー
ス

の
設
置（
温
浴
施
設
・
プ
ー
ル
に
ベ
ビ
ー
シ
ー

ト
等
を
設
置
）
8
保
育
料
の
第
２
子
以
降
無

料
化
9
学
童
保
育
の
増
設
（
阿
万
地
区
）

②
子
ど
も
た
ち
の
自
主
性
を
育
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
３
５
０
万
円

　

1
ア
ジ
ア
国
際
子
ど
も
映
画
祭
の
開
催

（
８
月
、
12
月
）
2
わ
ん
ぱ
く
塾
の
開
催

③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
８
７
８
万
円

　

1
市
内
循
環
バ
ス
の
運
行
2
高
齢
者
・
障

害
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
無
料
化

④
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
の
展
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
２
４
１
万
円

　

1
不
燃
ゴ
ミ
分
別
収
集
の
推
進
2
廃
食

油
、
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
回
収

⑤
下
水
道
整
備　

16
億
３
８
６
１
万
円

　

1
各
地
区
管
渠
工
事
等

①
新
庁
舎
建
設
の
推
進

　
　
　
　
　
　
　

４
億
２
９
３
１
万
円

　

1
新
庁
舎
建
設
基
本
・
実
施
設
計
、
庁
舎

用
地
購
入
等

ふ
や
さ
ん
か
！
食
づ
く
り
の
担
い
手

観
光
・
交
流

〜
夢
あ
ふ
れ
、働
く
場
を
生
み
出
す
ま
ち
づ
く
り
〜

観
光
・
交
流

観
光
・
交
流

行
っ
て
楽
し
い
交
流
・
感
動
の
舞
台

②
ほ
場
整
備
の
推
進　

９
０
０
４
万
円

　

1
県
営
ほ
場
整
備
事
業
負
担
金
（
新
田
地

区
の
実
施
設
計
・
埋
蔵
文
化
財
調
査
に
着
手
）

2
国
衙
地
区
調
査
設
計
等
（
県
営
）

③
有
害
鳥
獣
対
策　
　

４
２
６
３
万
円

　

1
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
等
緊
急
捕
獲
拡
大
事

業
2
鳥
獣
被
害
防
止
柵
整
備
へ
の
補
助
3
狩

猟
免
許
取
得
に
対
し
補
助
4
鳥
獣
に
よ
る
農

作
物
被
害
へ
の
共
済
制
度
の
設
置

④
水
産
物
生
産
拠
点
の
整
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
６
０
５
万
円

　

1
灘
漁
港
の
長
寿
命
化
（
機
能
保
全
）
計

画
策
定
2
沼
島
漁
港
浮
桟
橋
の
耐
震
対
策

①
緊
急
雇
用
対
策　

１
億
９
８
６
万
円

　

1
道
路
維
持
管
理
、
防
犯
灯
・
公
園
施
設

管
理
、
町
ぐ
る
み
健
診
受
診
促
進

な
ど
に
臨
時
職
員
45
人
を
雇
用

②
売
り
出
そ
う
！
南
あ
わ
じ
物
産
販
売

促
進　
　
　
　
　
　
　
　

２
４
０
万
円

　

1
淡
路
瓦
Ｐ
Ｒ
や
特
産
品
の

通
信
販
売
に
よ
る
販
路
拡
大

③
市
内
経
済
の
活
性
化

　
　
　
　
　
　
　

２
億
２
２
５
０
万
円

　

1「
元
気
出
そ
う
！
商
い
応
援
振
興
券
」の

発
行

若
人
の
広
場
調
査
・
整
備
計
画
の
策
定

一
人
ひ
と
り
が
明
日
を
拓
く
リ
ー
ダ
ー

安
全
〜
元
気
あ
ふ
れ
、住
ん
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
〜

安
全
安
全

と
に
か
く
「
い
の
ち
」
が
一
番
！

延
ば
せ
健
康
寿
命
！

子
育
て

子
育
て

子
育
て

子
ど
も
を
産
み
た
い
、
育
て
た
い
ま
ち

商
工
業

画
策
定
2
沼
島
漁
港
浮
桟
橋
の
耐
震
対
策

商
工
業

商
工
業

南
あ
わ
じ
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

平成23年度 主要事業

▲カメラや編集機のハイ
ビジョン化で機器を更新

（上）福良地区市営住宅のイメー
ジ図（下）火災警報器の設置

▲介護予防教室

▲下水管の布設

〜
知
恵
あ
ふ
れ
、郷
土
愛
が
満
ち
る
ま
ち
づ
く
り
〜

大
好
き
！
ふ
る
さ
と
南
あ
わ
じ

▲図書資料充実を図ります

生
き
が
い

▲

生
き
が
い

生
き
が
い

情
熱
と
生
き
る
喜
び
あ
ふ
れ
る
ま
ち

▲下水管の布設

行
財
政
構
造
改
革
の
推
進

▲コンクリート畦畔の整備

▲映画祭巡回講座

▲３歳児健診

▲防災訓練での消火体験 ▲公民館活動の発表

▲慶野松原ビーチバレー
大会

▲ハンターによる狩猟活動

▲高齢者・障害者の運賃の
無料化

▲子育て広場



お知らせ

11 10

お知
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市
内
局
番
を
確
か
め
て 

お
か
け
く
だ
さ
い 

広報 

2011.4.1発行

南あわじ市役所
総合窓口センター
　緑　庁舎☎44-3001
　西淡庁舎☎37-3011
　三原庁舎☎43-5021
　南淡庁舎☎50-3031
【中央庁舎】
議会事務局☎43-5005
市長公室☎43-5002
総務部
　総務課☎43-5001
　防災課☎43-5006
　情報課☎43-5003
　さんさんネット☎43-2345
選挙管理委員会事務局☎43-5004
【緑庁舎】
健康福祉部
　福祉課☎44-3002
　長寿福祉課☎44-3005
　保険課☎44-3003
　健康課☎44-3004
　少子対策課☎44-3040
【西淡庁舎】
産業振興部
　商工観光課☎37-3012
　企業誘致課☎37-3046
　水産振興課☎37-3013
都市整備部
　管理課☎37-3014
　建設課☎37-3015
　都市計画課☎37-3016
教育委員会（教育部）
　教育総務課☎37-3017
　学校教育課☎37-3018
　人権教育課☎37-3019
　生涯学習文化振興課☎37-3020
【三原庁舎】
市民生活部
　市民課☎43-5023
　税務課☎43-5022
　収税課☎43-5034
　生活環境課☎43-5024
農業振興部
　農林振興課☎43-5025
　農地整備課☎43-5026
　地籍調査課☎43-5027
　農業共済課☎42-6210
農業委員会事務局☎43-5029
【南淡庁舎】
財務部
　財政課☎50-3033
　管財課☎50-3034
下水道部
　企業経営課☎50-3036
　下水道課☎50-3039
　下水道加入促進課☎50-3041
会計課☎50-3040
監査委員事務局☎50-3050

　

障
害
基
礎
年
金
加
算
が
拡
充

に
よ
り
、
年
金

へ
の
加
算
が
可

能
と
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
明
石
年
金
事

務
所

広田事業所　TEL ／ 0799-45-0012

福良事業所　TEL ／ 0799-52-0070

西 淡 窓 口　TEL ／ 0799-36-2083

　　　 みなさんのお役に立ちます
　　○植木剪定　　○大工・左官仕事　　○農作業　　○除草・草刈　　○軽作業

　　○施設管理　　○清掃　　○毛筆筆耕　　○家事手伝い（掃除・洗濯・食事支度）など

　　　　　　　　お気軽にお電話下さい            　　60歳以上の会員を募集しています

　㈳南あわじ市シルバー人材センター
　　〒656-0478　南あわじ市市福永358-1（三原庁舎内）
　　TEL ／ 0799-42-5339　　FAX／ 0799-42-6044

　

も
う
つ
け
ま
し
た
か
？
住
宅
用
火
災
警
報
器

さ
れ
、
設
置
猶
予
期
限
が
今
年

５
月
末
と
迫
っ
て
い
ま
す
。

　

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
多

く
が
高
齢
者
で
「
逃
げ
遅
れ
」

に
よ
る
も
の
で
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
場
所

●
各
寝
室（
子
供
部
屋
も
含
む
）

●
階
段
（
寝
室
が
あ
る
階
の
踊

り
場
上
部
）

※
台
所
に
も
で
き
れ
ば
設
置
し

ま
し
ょ
う

購
入
方
法

　

電
器
店
や

ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
、
家
電
量
販
店
な
ど
で
販

売
し
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク

が
つ
い
た
も
の
を
選
ん
で
く
だ

さ
い
。

問
淡
路
広
域
消
防
事
務
組
合
予

防
課
☎
24
・
２
４
１
６
、
南

淡
分
署
☎
52
・
０
１
１
９

　

住
宅
用
火
災
警

報
器
の
全
住
宅
へ

の
設
置
が
義
務
化

　

水
道
料
金
の
福
祉
減
免
制
度

対
象
者　

❶
４
月
１
日
現
在
65

歳
以
上
で
一
人
暮
ら
し
❷
市
内

に
住
所
が
あ
る
❸
市
民
税
が

非
課
税
❹「
申
請
者
・
住
所
」と

「
水
道
使
用
名
義
人
・

　

使
用
場
所
」が
同
じ

申
請　

❶
印
鑑
❷
領
収
書
か

検
針
の
お
知
ら
せ
を
総
合
窓

口
セ
ン
タ
ー
、
支
所
、
連
絡

所
、
出
張
所
に
持
参
（
申
請

書
は
各
窓
口
に
備
付
け
）

※
昨
年
１
月
以
降
の
転
入
者
は
、前
住
所

地
の
市
民
税
非
課
税
証
明
書
が
必
要

減
免
額　

基
本
料
金
の
１
／
３

※
口
径
13
㎜
で
は
、
月
３
８
５
円
の
減
免

　

と
な
り
ま
す

※
請
求
時
に
減
免
額
を
差
し
引
き
ま
す

　

現
在
、
減
免
を
受
け
て
い
る

人
は
、
新
た
に
申
請
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
淡
路
広
域
水
道
企
業
団

　

☎
50
・
３
０
３
８

　

23
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
支
払
い

保
険
料
の
通
知
等

　

５
月
31
日
ま
で
に
❶
75
歳
に

保
険
料
仮
徴
収

　

２
月
の
年
金
受
給
時
に

年
金
か
ら
引
き
去
り
さ
れ

た
金
額
と
同
じ
額
を
４
月
・

６
月
・
８
月
に
年
金
か
ら

引
き
去
り
し
ま
す
。

※
１
月
31
日
ま
で
に
納
付
方
法

変
更
申
出
書
を
提
出
し
て

い
る
人
は
対
象
外
で
す

　

国
保
の
自
己
負
担
割
合

　

４
月
か
ら
、
70
〜
74
歳
の
国

民
健
康
保
険
加
入
者
（
３
割
負

担
者
を
除
く
）
の
医
療
機
関

で
の
窓
口
負
担
が
、
１
割
か
ら

２
割
に
変
更
す
る
予
定
で
し
た

が
、
来
年
３
月
末
ま
で
１
割
に

据
え
置
き
と
な
り
ま
し
た
。
自

己
負
担
限
度
額
も
現
行
の
ま
ま

と
な
り
ま
す
。

　

受
給
者
証
に
一
部
負
担
金
の

70
〜
74
歳
の
医
療
機
関
の
自
己
負
担

割
合
が
「
２
割
（
平
成
23
年
３

月
31
日
ま
で
は
１
割
）」
と
記

載
さ
れ
て
い
る
人
に
は
、
４
月

以
降
の
新
し
い
受
給
者
証
を
３

月
下
旬
に
郵
送
し
て
い
ま
す
。

問
保
険
課
☎
44
・
３
０
０
３

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
無
償
で
設
置

　

市
で
は
今
年
度
に
限
り
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
無
償
で
設

置
し
ま
す
。対
象
者
に
は
４
月

25
日
ご
ろ
に
資
料
を
郵
送
し
ま

す
。詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

対
象
者　

65
歳
以
上
の
高
齢
者

の
み
の
世
帯（
１
人
で
も
可
）

※
他
の
制
度
で
火
災
警
報
器
を
設

置
し
て
い
る
世
帯
等
を
除
く

問
長
寿
福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
５

▲１世帯２台まで
無償で設置します

▲国保高齢受給者証

　
　

阿
万
財
産
区
議
会
議
員
選
挙

は
、無
投
票
で
次
の
人
が
当
選

し
ま
し
た
。（
敬
称
略
・
届
出
順
）

江
本
賢
司
、黒
田
昌
宏
、岡
本

阿
万
財
産
区
議
会
議
員
選
挙　
３
月
13
日
執
行

育
大
、池
本
修
二
、松
本
裕
昭
、

阿
部
金
平
、坂
部
保
次
、數
田
直

惣
、初
田
一
義
、平
野
善
一

問
選
挙
管
理
委
員
会
☎
43
・
５
０
０
４

な
っ
て
い
る
人
❷
65
〜
74
歳
で

障
害
認
定
を
受
け
て
い
る
人
に

は
、
1
保
険
料
額
の
決
定
通
知

書
2
納
付
書
を
７
月
中
旬
に
送

付
し
ま
す
。
※
納
付
書
は
口
座
振

替
の
手
続
き
が
な
い
人
の
み

問
保
険
課
☎
44
・
３
０
０
３

　

こ
れ
ま
で
障
害
基
礎
年
金

は
、
受
給
権
が
発
生
し
た
時

点
で
の
、
生
計
を
維
持
す
る

配
偶
者
や
子
ど
も
分
の
加
算

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

４
月
以
降
は
、
受
給
権
発

生
後
で
も
生
計
を
維
持
す
る

こ
と
に
な
っ
た
配
偶
者
や
子

ど
も
が
で
き
た
と
き
、
届
出

これまで ４月以降
受給権発生時に生計を維持
する配偶者や子どもがいる

○
加算

○
加算

受給権発生後に生計を維持
する配偶者や子どもができた × ○

加算
▲４月から加算範囲を拡大した障害基礎年金

児
童
扶
養
手
当
も
影
響

 有料広
告

　 募集
　　掲載料金（市内19,100部折込）

１種広告　30,000円（4.5 ㎝× 18㎝）
２種広告　16,000円（4.5 ㎝×９㎝）

6か月以上継続してご契約された方は･･･
１種広告　20,000円　２種広告　11,000円

＜お問い合わせ＞

　情報課☎ 43-5003

「広報南あわじ」に、お店の宣伝、
　　　　求人情報など出しませんか？

　

児
童
扶
養
手
当
の
受
給
対
象
が
拡
大

け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

受
給
変
更
の
対
象
者

　

両
親
の
一
方
に
国
民
年
金
法

１
級
相
当
の
障
害
が
あ
る
人

※
母
子
・
父
子
世
帯
の
人
は
、

受
給
変
更
が
で
き
ま
せ
ん

受
給
変
更
の
手
続
き

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
２

障
害
基
礎
年
金
か
ら
児
童

扶
養
手
当
へ
の
受
給
変
更

　

４
月
以
降
、
基
礎
年
金
の
子

ど
も
の
加
算
額
よ
り
も
児
童
扶

養
手
当
の
支
給
額
の
方
が
多
け

れ
ば
、
児
童
扶
養
手
当
の
受
給

に
変
更
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

※
１
人
の
子
ど
も
で
、
障
害
基

礎
年
金
の
子
の
加
算
と
児

童
扶
養
手
当
は
、
両
方
を
受

　

☎
０
７
８
・
９
１
２
・
４
９
８
３

　

身
体
障
害
者
の
人
に
軽
自
動
車
税
を
減
免

　

身
体
障
害
者
な
ど
の
た
め
に

使
用
す
る
軽
自
動
車
等
で
一
定

の
要
件
を
満
た
せ
ば
、
申
請
に

よ
り
軽
自
動
車
税
の
減
免
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

新
規
で
減
免
申
請
す
る
人

▽
申
請
時
の
持
参
物

❶
印
鑑
（
認
印
可
）

❷
運
転
者
の
運
転
免
許
証

❸
車
検
証

❹
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦

傷
病
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

▽
提
出
先　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

▽
提
出
期
限　

５
月
24
日（
火
）

昨
年
度
減
免
を
受
け
た
人

　

ご
自
宅
に
郵
送
し
て
い
る
申

請
書
（
継
続
用
）
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
４
月
15
日
（
金
）

ま
で
に
返
送
く
だ
さ
い
。

※
申
請
内
容
が
昨
年
度
と
異
な

る
場
合
、
新
規
の
手
続
き
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す

問
税
務
課
☎
43
・
５
０
２
２

自
動
車
税
の
減
免
申
請
＝
洲
本

県
税
事
務
所
☎
26
・
２
０
２
６

普通自動車の減

免を受けている

人は対象外です。

減免は１人につ

き１台です。き１台です。
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お知らせ

　集合注射による狂犬病予防注射と犬の登録を下記
の日程で実施しますので、飼い主の人は、年１回狂
犬病予防注射を受けさせることが義務づけられてい
ます。この機会に必ず受けさせてください。生後91
日以上の犬が対象です。

問生活環境課☎43-5024

　　　●登録済みの犬
　　　狂犬病予防注射料金

　　　3,200円
●登録のない犬
　登録・狂犬病予防注射料金

　6,200円
※登録はその犬ごとに行い

ます。登録変更があれば

届けてください

狂犬病とは？
◆どんな病気？

　狂犬病の動物にかまれること

で感染。平均 30 日の潜伏期

間の後発症。神経症状（興奮、

麻痺、錯乱など）が現れ、呼

吸麻痺で死亡。発症すれば

100％死亡します。

◆日本は大丈夫？

　1957 年以降発生していませ

んが、日本以外では多くの国

で発生しています。2006 年

には外国で犬に噛まれた人が

日本で発症し、亡くなった例

がありました。

◆予防のポイント

　【動物の場合】

　❶飼い犬の登録

　❷狂犬病予防注射の実施

　❸放し飼いをしない

　❹飼っている犬を捨てない

　【人間の場合】

　流行地へ渡航するときは、予

防接種を受ける。渡航先で過

度に動物に接触しない。

問動物愛護センター淡路支所

　☎ 0799-62-5811

三原地域
日 場所 時間

11
日
（
月
）

大榎列公会堂 9:30～10:15

小榎列公会堂 10:30～12:00

徳長公会堂 12:50～13:40

市公会堂 13:55～14:50

12
日
（
火
）

福永公会堂 9:30～10:20

福永若宮神社 10:35～11:10

国衙旧国道四つ辻 11:25～12:00

神代八幡神社（神稲） 13:00～13:30

神代地区公民館 13:50～14:20

13
日
（
水
）

上中原公会堂 9:30～10:00

社家公会堂 10:15～10:40

寺内公会堂 10:55～11:50

志知消防屯所前 12:50～13:20

中島下公会堂 13:35～14:00

14
日
（
木
）

ＪＡ榎列倭文出張所前 9:30～10:30

掃守公会堂 10:55～11:50

上幡多営農センター 12:50～13:40

浦壁公会堂 14:00～14:40

15
日
（
金
）

成相（馬回）ふれあいセンター 9:30～10:00

大久保公会堂 10:15～10:40

上八木公会堂 10:55～11:50

八木地区公民館 12:45～13:25

八木駐在所前 13:40～14:00

入田公会堂 14:15～14:40

南淡地域
日 場所 時間

18
日
（
月
）

灘地野バス停前 9:30～  9:45

灘大川公会堂前 9:55～10:10

灘開発総合センター 10:25～11:00

沼島総合センター 12:20～12:50

灘山本公会堂前 13:50～14:10

灘黒岩バス停前 14:25～14:40

灘白崎集落入口（県道端） 14:55～15:10

灘来川コミュニティセンター前 15:20～15:30

19
日
（
火
）

かるも公会堂 9:00～  9:25

福良仁尾荘 9:40～10:25

一作寿司横駐車場前歩道 10:40～11:50

二丁目旧保健所跡駐車場 12:50～13:45

南淡公民館前 14:00～15:00

20
日
（
水
）

賀集生子農協倉庫前 9:30～10:40

南淡福祉保健センター 10:50～11:50

賀集田中会館前 12:50～13:40

賀集八幡神社入口 13:55～14:50

21
日
（
木
）

潮美台コミュニティセンター前 9:30～10:45

農村環境改善センター 11:00～11:50

伊賀野コミュニティセンター 12:50～13:30

稲田荘 13:45～14:15

大日寺 14:30～15:00

22
日
（
金
）

上町県道バイパス入口東側歩道 9:20～  9:40

吹上三叉路 10:00～10:45

阿万連絡所前 11:00～11:50

西町海水浴場 12:45～13:30

東町バス停前 13:45～14:15

西淡地域
日 場所 時間

５
日
（
火
）

江尻公会堂 9:30～10:00

北方公会堂 10:15～10:45

日光寺前 11:00～11:40

慶野コミュニティプラザ 12:30～13:10

古津路公会堂 13:25～14:00

６
日
（
水
）

脇田公会堂 9:30～10:00

志知川コミュニティプラザ 10:15～10:45

西路神社前 11:00～11:20

志知志知屯所前 11:35～11:50

志知小前公民館 12:40～13:10

志知口集乳所横 13:25～13:40

志知奥公会堂 13:55～14:20

７
日
（
木
）

中津浦コミュニティプラザ 9:30～10:10

旧津井小学校校庭内 10:25～10:50

旧西本村公会堂 11:00～11:30

南あわじ漁協前 12:30～13:00

南あわじ漁協（阿那賀支所）前 13:15～13:45

ＪＡ伊加利支所前 14:00～14:30

８
日
（
金
）

もみ療治整体院白龍堂前 9:30～10:00

ＪＡ湊購買部前 10:15～11:00

湊西集会所前 11:15～11:45

旧湊郵便局前 12:10～12:40

緑地域
日 場所 時間

25
日（
月
）

老人福祉センター 10:00～11:30

緑市民センター 12:30～13:30

中筋公会堂 13:50～15:00

26
日
（
火
）

南あわじ市倭文支所前 9:30～10:30

神道公会堂 10:45～11:30

安住寺集落センター 12:30～13:30

土井集落センター 13:40～14:30

27
日（
水
）

安心コミュニティプラザ長田 9:30～10:30

徳原公会堂 10:50～11:50

山添公会堂 12:50～13:50

大丸公会堂 14:10～15:00

狂犬病予防注射４月のカレンダー

料金

兵庫県議会議員選挙
開票は４月 10日（日）21：15 から文化
体育館で行います

投票時間　７：00～20：00
４月10日（日）

　仕事や旅行などで投票日当日に投票ができない人は、宣誓書に氏名等を記載

することで期日前投票ができます。※印鑑不要

■市役所緑庁舎、三原公民館
　南淡公民館
４月２日（土）～９日（土）
８：30～20：00

■シーパ内特設期日
　前投票所
４月２日（土）～９日（土）
９：30～20：00

■沼島総合センター
※沼島地区の有権者に限る

４月６日（水）～８日（金）
８：30～17：00

期日前投票

不在者投票

（１）他の市区町村での不在者投票
　仕事や学業などの都合で市外に滞在のため、市内での投票ができない人は、あら

かじめ市選挙管理委員会に手続きを行い、滞在先の市区町村選挙管理委員会で不

在者投票ができます。

（２）病院・老人ホーム等の指定施設での不在者投票
　都道府県選挙管理委員会から指定を受けている病院、老人ホーム等の施設に

入院又は入所されている人は、施設内の不在者投票所で投票ができます。投票

を希望される人は施設にお申し出ください。

投票できる人

転出届を出した人（新住所地へ転出）

転入届を出した人  １

  ２

年齢条件　平成３年４月 11日以前に生まれた人
住所条件　最近住所が変わった人は次の表でご確認ください

（３）郵便等による不在者投票
　身体に重度の障害がある人で、特定の要件に該当する人は郵便投票できます。

あらかじめ郵便等投票証明書の交付を受ける必要があります。手続きについて

は、市選挙管理委員会へお問い合わせください。

１
人
１
票
、明
る
い
未
来
の
た
め
に

投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
！

問選挙管理委員会☎43-5004

届出別 県外から転入した人 県内の他市町から転入した人

届出の
年月日

平成22年12月31日以前 平成22年12月31日以前 平成23年１月１日以後

投票
場所

南あわじ市 南あわじ市 前住所地※

届出別 県内の他市町へ転出した人

届出の
年月日

平成22年12月31日以前 平成23年１月１日以後

投票
場所

新住所地 南あわじ市※

※市区町の市民課などで発行する「引き続き県内居住証明書」が必要です

平成 23年１月１日以後県外から南あわじ市に転入した人や、時期を問わず

県外へ転出した人は投票できませんのでご注意ください。
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地上アナログ放送
終了まで、残り・・・
　アナログ放送は、７月 24 日正午からお知らせ画面に移

行し、午後 12時までにはすべての放送が終了します。そ

❶地デジ対応テレビに買い替え

る、または現在のアナログテ

レビを利用する人は、地デジ

チューナー等を購入ください

❷ＵＨＦアンテナを設置してく

ださい（電波を受信できるエ

リアに限る）

地デジチューナー
内蔵テレビ

地デジチューナー

▲ＵＨＦアンテナ

114日
　　　　　　※４月１日現在

れまでの間に、地上デジタル放送を視聴するための準備をしないとテレビを見ることができなくなります。

◆地デジ放送で悩んでる人は…

デジサポ（総務省テレビ受信者支援センター）

http://digisuppo.jp/

地デジの相談、助成金などの情報が掲載されています。

デジサポ 検索
問総務省地デジコールセンター
☎078-330-0101
☎03-4334-1111

問地デジチューナー支援実施センター

　☎0570-033-840《市県民税非課税の人》

　☎0570-023-724《ＮＨＫ放送受信料全額免除世帯の人》

問《ケーブルテレビへの加入》さんさんネット☎43-2345

◆地デジ放送を見るために必要なもの

電波の受信状況の良くないエリアの場合
は、市のケーブルテレビをご利用下さい。

直接ＵＨＦア
ンテナで電波
を受信できな
い場合

アナログ放送終了時期が近づくに従い、アンテナの設置工事やケーブルテレビの引き込み工事が集中し、

放送終了までに間に合わなくなる可能性がありますので、早めの対応をお願いします。

ケーブルネットワーク淡路開局10周年記念

ＣＮＡのど自慢大会

応募資格　市内在住で15歳以上※グループ出場可
募集人数　22人（定員超過の場合は抽選）
曲　　目　歌謡曲（民謡は除く。２コーラスまで）
※「ＮＨＫのど自慢」の楽団が演奏します。生演奏のため、
楽譜が用意できない場合は曲目の変更をお願いします

申込方法　出場申込は右のような往復はがきにて１人
（１組）１通に限り応募できます
申込締切　４月15日（金）※当日消印有効
※大会当日は午前11時からリハーサルを行いますの
で、出場者は出席してください
問さんさんネット☎43-2345

５月22日（日）15:00～（開演）
会場：三原公民館

　ケーブルネットワーク淡路が開局10周年を迎え、生中継の試験放送もあわせ「ＣＮＡのど自慢大会」を開催します。自
慢の「のど」を披露したい人は、ふるってご応募ください。※参加費無料

◆大会概要・出場申込

※
グ
ル
ー
プ
で
の
応
募
は
全
員
の

　

名
前
と
年
齢
を
ご
記
入
く
だ
さ
い

❶
郵
便
番
号
❷
住
所
❸
名
前

❹
年
齢
❺
性
別
❻
電
話
番
号

❼
職
業
❽
曲
名（
第
１
・
２
希
望

ま
で
）と
そ
の
歌
手
名
❾
応
募

動
機（
司
会
者
と
の
会
話
の
中

で
活
用
で
き
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
等
）

❶
郵
便
番
号

❷
住
所

❸
名
前

返信

無
記
入

南
あ
わ
じ
市

市
善
光
寺
２
‐
１

ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
淡
路

656  0472往信《記入例》

　

新
婚
世
帯
家
賃
補
助
制
度
の
拡
充

　

市
で
は
、
月
額
３
万
円
以
上

の
賃
貸
住
宅
に
住
む
新
婚
世
帯

へ
月
額
上
限
１
万
円
の
家
賃
補

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
家
賃
補
助
は
婚
姻
届
出
日
か

ら
４
年
間
が
対
象
で
、
最
大

３
年
間
受
け
ら
れ
ま
す

補
助
金
交
付
要
件

❶
婚
姻
届
出
日
か
ら
４
年
以
内

に
申
請

❷
夫
婦
の
合
計
年
齢
が
申
請
時

点
で
満
80
歳
未
満

❸
市
内
の
民
間
賃
貸
住
宅
で
、

申
請
者
の
１
親
等
の
親
族

の
所
有
で
な
い

❹
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

❺
家
賃
が
月
額
３
万
円
以
上

　

※
共
益
費
・
駐
車
場
使
用
料
等
除
く

❻
家
賃
を
滞
納
し
て
い
な
い

❼
新
婚
世
帯
の
前
年
の
年
間

総
収
入
が
６
０
０
万
円
以

下
、
ま
た
は
総
所
得
金
額
が

４
２
６
万
円
以
下

※
所
得
の
あ
る
人
が
２
人
以
上

い
る
と
き
は
、主
た
る
収
入

者
の
所
得
に
他
の
収
入
者
の

所
得
の
２
分
の
１
を
加
え
た

額
を
総
所
得
金
額
と
み
な
し

ま
す

問
少
子
対
策
課
☎
44
・
３
０
４
０

　 ４月から

交付期間など詳しくは
お問い合わせください

　
　

市
で
は
、
満
18
歳
未
満
の
子

ど
も
が
３
人
以
上
い
る
ご
家
庭

に
ゆ
め
る
ん
カ
ー
ド
を
発
行
し

て
い
ま
す
。
市
内
の
協
賛
店
で

子
育
て
応
援
優
待
カ
ー
ド

カ
ー
ド
を
提
示
す
る
と
、
様
々

な
特
典
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

問
少
子
対
策
課
☎
44
・
３
０
４
０

　

地
デ
ジ
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

地
デ
ジ
工
事
を
装
う
詐
欺
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
43
・
５
０
９
９

　

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
減
免
制
度

　

４
月
１
日
か
ら
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
の
減
免
制
度
が
変
わ
り
ま

す
。
新
た
に
次
の
人
が
基
本
使

用
料
の
減
免
対
象
と
な
り
ま

す
。
対
象
と
な
る
人
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

全
額
減
免
対
象
者

　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
級
を
持
っ
て
い
る
人
で
、
世

帯
員
全
員
が
市
県
民
税
非
課
税

の
世
帯
。
新
規
加
入
者
は
、
加

入
分
担
金
と
引
き
込
み
工
事
費

も
減
免
さ
れ
ま
す
。

半
額
減
免
対
象
者

　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
級
を
持
っ
て
い
る
人
が
、
世

帯
主
の
世
帯

問
さ
ん
さ
ん
ネ
ッ
ト

　

☎
43
・
２
３
４
５

　地デジ放送で悩んでいる人は、デジサポにご相談ください。また経済的な理由等で対応できない世帯（市県民税非課税の世帯

など）に簡易チューナーの無償給付なども行っていますので、地デジチューナー支援実施センターまでお問い合わせください。

　

関
空
電
障
対
策
が
終
了

　

関
西
国
際
空
港
㈱
の
電
波
障

害
対
策
で
整
備
さ
れ
た
施
設

は
、
ア
ナ
ロ
グ
放
送
受
信
用
の

施
設
で
す
。
そ
の
ま
ま
放
送
を

受
信
さ
れ
て
い
る
人
は
、
７
月

25
日
以
降
ご
覧
い
た
だ
け
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
情
報
課
☎
43
・
５
０
０
３

　

人
権
擁
護
委
員

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
人
権
擁

護
委
員
の
村
上
啓
子
さ
ん
（
福

良
）
が
退
任
さ
れ
、
４
月
１
日

か
ら
鳥
取
太
一
さ
ん
（
福
良
）

が
新
た
に
委

嘱
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、

松
坂
壽と

し
ひ
と仁
さ

ん（
潮
美
台
）

は
任
期
満
了

と
な
り
ま
す
が
、
４
月
１
日
か

ら
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

問
市
民
課
☎
43
・
５
０
２
３

委員の任期は３年

ご招待券
※本券１枚で、お一人様１回限り有効

※本券は転売できません

イングランドの丘☎43-2626
公式HP http://www.englandhill.jp/
南あわじ市八木養宜上1401番地

有効期限　2012年３月31日

淡路ファームパーク

イングランドの丘

ご招待券
※本券１枚で、お一人様１回限り有効

※本券は転売できません

イングランドの丘☎43-2626
公式HP http://www.englandhill.jp/
南あわじ市八木養宜上1401番地

有効期限　2012年３月31日

淡路ファームパーク

イングランドの丘

ご招待券
※本券１枚で、お一人様１回限り有効

※本券は転売できません

イングランドの丘☎43-2626
公式HP http://www.englandhill.jp/
南あわじ市八木養宜上1401番地

有効期限　2012年３月31日

淡路ファームパーク

イングランドの丘

ご招待券
※本券１枚で、お一人様１回限り有効

※本券は転売できません

イングランドの丘☎43-2626
公式HP http://www.englandhill.jp/
南あわじ市八木養宜上1401番地

有効期限　2012年３月31日

淡路ファームパーク

イングランドの丘
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大
会
結
果

○
数
字
が
順
位
。
関
係
分
の
み
掲
載

◆
Ｂ
＆
Ｇ
会
長
杯
全
淡
柔
道
大
会

（
２
月
６
日
、南
淡
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
）

【
団
体
】
▽
中
高
一
般
女
子
②
南
淡
柔
道

ク
ラ
ブ
▽
高
校
一
般
①
南
淡
柔
道
ク
ラ
ブ

【
個
人
】〔
小
学
生
〕
▽
１
年
生
女
子
②

三
野
瑞
季
（
南
淡
）
▽
２
年
生
女
子
①

吉
田
つ
ぐ
み
（
南
淡
）
▽
３
年
生
男
子

②
安
坂
拓
真
（
南
淡
）
▽
４
年
生
女
子

③
土
居
夏
姫
（
南
淡
）
③
田
村
涼
華
（
南

淡
）
▽
６
年
生
男
子
③
片
山
陽
央
佑
（
南

淡
）〔
中
学
〕
▽
２
年
生
③
徳
井
聖
真
（
南

中
）〔
中
高
一
般
女
子
〕
③
吉
賀
真
弓
（
南

ク
）〔
高
校
一
般
有
段
〕
②
北
川
侑
希
（
南

ク
）
③
山
口
大
輝
（
南
ク
）
③
島
津
太

志
（
南
ク
）

◆
淡
路
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

（
２
月
13
日
、文
化
体
育
館
）

▽
Ａ
級
①
阿
部
一
生
・
入
口
恵
巳
②
濱
名

智
世
・
田
内
憲
一
朗
③
中
野
秀
紀
・
金
崎

夏
子
③
波
戸
雄
太
・
久
賀
田
真
由
美
▽
Ｂ

級
①
石
住
吉
孝
・
岡
知
実
②
波
戸
茂
樹
・

向
原
沙
紀
③
田
中
光
・
波
戸
ひ
と
み
③
指

熊
伸
幸
・
澤
内
貴
美
▽
Ｃ
級
①
新
家
富

恵
・
平
野
彰
吾
②
柏
木
陽
子
・
小
山
敦

史
③
武
田
千
恵
・
太
田
幸
孝
③
引
田
実
・

鳥
井
仁
美

◆
南
あ
わ
じ
市
将
棋
大
会

（
２
月
13
日
、
緑
公
民
館
）

▽
有
段
者
の
部
①
柏
木
嘉
之
（
阿
那
賀
）

②
堀
部
光
弘
（
八
木
）
▽
一
般
の
部
①

福
原
義
孝
（
津
井
）
③
安
田
知
孝
（
北

阿
万
）
▽
子
ど
も
の
部
①
中
村
太
郎
（
北

阿
万
）
②
安
田
裕
喜
（
北
阿
万
）
③
西

久
保
慶
人
（
津
井
）

◆
五
色
百
人
一
首
県
大
会

（
２
月
19
日
、兵
庫
県
立
武
道
館
）

【
低
学
年
の
部
】▽
緑
の
部
③
森
本
美
香

（
賀
集
小
）

【
高
学
年
・
中
学
の
部
】
▽
青
の
部
③

西
川
大
成
（
福
良
小
）
▽
赤
の
部
③
市

原
丈
（
沼
島
小
）
▽
黄
の
部
③
西
村
虎

次
郎
（
福
良
小
）
▽
緑
の
部
②
西
川
大

成
（
福
良
小
）
▽
橙
の
部
①
市
原
丈
（
沼

島
小
）

◆
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
中
学
生 

イ

ン
ド
ア
選
手
権
大
会

（
２
月
19
日
、
文
化
体
育
館
）

▽
男
子
団
体
の
部
①
沼
島
中
学
校
②
南
淡

中
学
校
③
三
原
中
学
校
▽
女
子
団
体
の
部

①
南
淡
中
学
校
②
沼
島
中
学
校
③
倭
文

中
学
校

◆
南
あ
わ
じ
市
囲
碁
大
会

（
２
月
27
日
、
南
淡
公
民
館
）

▽
Ａ
級
①
森
川
勝
次
（
阿
万
）
②
増
田
博

茂
（
神
代
）
③
児
玉
寿
（
広
田
）
▽
Ｂ

級
①
阿
部
秀
志
（
阿
万
）
②
斉
藤
文
也
（
榎

列
）
③
原
田
拓
治
（
賀
集
）
▽
Ｃ
級
①

井
筒
政
夫
（
榎
列
）
②
白
川
利
積
（
神
代
）

③
森
本
公
子
（
伊
加
利
）

★
大
会
結
果
は
、情
報
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。☎
43
・
５
０
０
３
F 

43
・
５
１
０
３
、市
大
会
規
模
以
上

◆
兵
庫
県
小
・
中
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル

（
３
月
８
日
、ホ
テ
ル
北
野
プ
ラ
ザ
六
甲
荘
）

【
入
賞
】
▽
中
学
校
の
部
＝
沼
島
小
中
Ｐ

Ｔ
Ａ

◆
東
日
本
大
震
災
支
援
チ
ャ

リ
テ
ィ
テ
ニ
ス
大
会

（
３
月
13
日
、
西
淡
社
教
セ
ン
タ
ー
）

【
男
子
】
▽
Ａ
ク
ラ
ス
①
船
木
茂
浩
・
三

宅
孝
幸
②
増
田
善
久
・
山
根
充
裕
▽
Ｂ

ク
ラ
ス
①
上
原
光
司
・
長
瀬
直
己
②
済

藤
行
雄
・
増
本
吉
時

【
女
子
】
①
武
田
京
子
・
福
原
理
恵
②
高

見
佐
千
子
・
柏
木
秀
子

※
参
加
費
の
一
部
と
参
加
者
か
ら
の
募

　

金
を
義
援
金
と
し
て
寄
附
し
て
い
ま
す

　　

透
析
患
者
の
通
院
に
対
す
る
助
成
制
度

　

４
月
か
ら
透
析
患
者
の
居
宅

と
医
療
機
関
の
間
の
送
迎
費
を

助
成
し
ま
す
。

助
成
内
容　

タ
ク
シ
ー
の
初

乗
り
運
賃
相
当
額
の
透
析

患
者
通
院
移
送
タ
ク
シ
ー

利
用
券
を
交
付
し
ま
す

※
１
か
月
６
枚
が
限
度
で
す

対
象　

腎
臓
の
機
能
障
害
で
人

工
透
析
が
必
要
で
、
自
動
車

は
福
祉
課
、
65
歳
以
上
の
人

は
長
寿
福
祉
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
２

　

長
寿
福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
５

開園時間：９時～17時（季節により変更あり）

入 園 料：大人800円、小人400円
電 話：43-2626（お間違えのないように）

元気なアルバイトスタッフ大募集
遊具、レストラン、販売など。

ご希望の方は、電話の上、履

歴書をご送付ください。

〒656-0443　
南あわじ市八木養宜上1401

　

失
業
等
に
よ
る
税
の
減
免
制
度

対
象
と
な
る
税
目

　

23
年
度
課
税
分
以
降
の
市
県

民
税
と
国
民
健
康
保
険
税

対
象
者

　

事
業
者
か
ら
の
一
方
的
な
解

雇
、
経
済
的
な
理
由
等
に
よ
る

事
業
廃
止
で
３
か
月
以
上
続
け

て
失
業
の
人
。
３
か
月
以
上
療

養
で
無
収
入
の
人
。

※
退
職
金
支
給
額
が
６
０
０
万
円
を

超
え
る
人
、
前
年
中
の
合
計
所
得

金
額
が
６
０
０
万
円
を
超
え
る
人

と
生
計
を
一
に
す
る
人
は
除
く

減
免
の
期
間

　

年
度
末
ま
で

※
減
免
期
間
中
で
も
、
再
就
職
等

の
た
め
所
得
が
発
生
し
た
場

合
は
減
免
が
取
消
さ
れ
ま
す
。

※
減
免
が
適
用
さ
れ
る
の
は
納
期

が
未
到
来
分
の
税
に
な
り
ま

す
。
納
期
限
の
７
日
前
ま
で
に

申
請
が
必
要
で
す
。

減
免
割
合

手
続
き
の
必
要
書
類

　

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、

も
し
く
は
廃
業
理
由
を
明
記
し

税
務
署
の
受
付
印
が
押
印
さ
れ

た
廃
業
届
出
書
（
本
人
控
）
の

写
し
、
３
か
月
以
上
就
業
困
難

な
旨
が
記
載
さ
れ
た
医
師
の
診

断
書
、
印
鑑

※
自
己
の
都
合
に
よ
ら
な
い
失
業

が
対
象
（
資
格
者
証
の
離
職
理

由
が
「
11
・
12
」
に
該
当
す
る

人
）
で
す

※
申
請
は
、
各
税
目
ご
と
別
々
に

必
要
と
な
り
ま
す

問
税
務
課
☎
43
・
５
０
２
２

※
市
民
税
１
期
の
納
期
限
＝
６
月

30
日
（
木
）、
国
保
税
１
期
の

納
期
限
＝
５
月
２
日
（
月
）

前年の合計所得金額 減免割合

100万円以下 所得割額の全部

100万円を超え、200万円以下 所得割額の７割

200万円を超え、400万円以下 所得割額の５割

400万円を超え、600万円以下 所得割額の３割

前年の合計所得別の減免割合

※失業者（療養者）本人の所得割額を上
　記の所得に応じて減免します

　

帳
簿
の
縦
覧

23
年
度
固
定
資
産
税

▽
期
間　

４
月
１
日
（
金
）

　

〜
５
月
31
日
（
火
）

※
土
日
祝
日
除
く

▽
対
象
帳
簿

　

❶
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿

　

❷
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

▽
縦
覧
で
き
る
人　

土
地
・　

家
屋
の
納
税
義
務
者　

問
税
務
課
☎
43
・
５
０
２
２

　

国
民
健
康
保
険
税
１
期

納
期
限

　
　

５
月
２
日（
月
）

　

納
税
は
口
座
振
替
が
便
利

で
す
。

問
税
務
課
☎
43
・
５
０
２
２

　

収
税
課
☎
43
・
５
０
３
４

３月に４
頭のコア

ラ

が新しく
仲間入

り！！

　
支
給
対
象
の
変
更

　

４
月
１
日
現
在
、
市
内
に

住
所
が
あ
り
、
小
学
校
や
特

別
支
援
学
校
小
学
部
の
第
１

学
年
に
入
学
す
る
児
童
の
保

護
者
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

税
の
減
免
や
外

出
支
援
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
て
い

な
い
人

※
65
歳
未
満
の
人

※
対
象
者
に
は
５

月
中
旬
頃
に
通

知
し
ま
す

問
少
子
対
策
課
☎
44
・
３
０
４
０

　 　

淡
路
人
形
会
館
建
築
工
事
に

伴
い
、福
良
淡
路
交
通
前
交
差
点

の
見
通
し
が
悪
く
な
っ
て
い
ま

す
。工
事
完
了
ま
で
交
差
点
付
近

で
は
徐
行
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
生
涯
学
習
文
化
振
興
課

　

☎
37
・
３
０
２
０

貼っていますか？安心の印
点検整備ステッカー兵庫県自動車整備振興会 南あわじブロック

　  新 規

入
学
祝
金

交
通
規
制

▲南あわじ市囲碁大会

　

春
の
農
作
業
、安
全
確
認
運
動
実
施
中

◆
運
動
の
重
点
項
目

乗
用
型
ト
ラ
ク
タ
ー
の
転

落
・
転
倒
事
故
防
止

❶
危
険
箇
所
を
再
確
認

❷
ほ
場
を
出
る
際
の
ブ
レ
ー
キ

ペ
ダ
ル
操
作
に
注
意

❸
の
り
面
の
傾
斜
で
は
慎
重
に

運
転
す
る

え
て

　

事
故
を
補
償
す
る
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

問
農
業
共
済
課
☎
42
・
６
２
１
０

❹
農
作
業
は
過
信
せ

ず
、
慎
重
に
作
業

　

を
進
め
ま
し
ょ
う

農
機
具
事
故
に
備

　
　

市
で
は
、
４
月
１
日
現
在
、

満
３
歳
〜
５
歳
で
、
保
育
所
、

幼
稚
園
等
に
通
所
し
て
い
な
い

子
ど
も
を
家
庭
で
保
育
し
て
い

る
保
護
者
に
、
在
宅
子
育
て
奨

励
金
と
し
て
月
額
５
千
円
を
助

在
宅
子
育
て
応
援
事
業成

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内

の
温
浴
施
設
や
プ
ー
ル
、
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
の
丘
を
無
料
で
利
用

で
き
る
子
育
て
応
援
パ
ス
ポ
ー

ト
も
交
付
し
て
い
ま
す
。

問
少
子
対
策
課
☎
44
・
３
０
４
０



募　

集

ご
案
内

供
し
て
い
た
だ
き
ま
す

問
県
立
淡
路
病
院
☎
22
・
１
２
０
０

６
次
産
業
化
に
関
す
る
相
談
会

　

６
次
産
業
化
と
は
、農
林
漁
業

者
が
生
産
に
加
え
加
工
・
流
通
を

行
い
所
得
向
上
を
目
指
す
取
組
の

こ
と
で
す
。

※
６
次
産
業
化
の
例
＝
新
た
に
加

工
・
販
売
に
取
り
組
み
た
い
、加

工
施
設
、直
売
所
を
整
備
し
た

い
、輸
出
に
挑
戦
し
た
い
な
ど

▽
日
時　

４
月
19
日（
火
）❶
午
前

10
時
〜
正
午
❷
午
後
１
時
〜
４
時

※
各
相
談
＝
20
分
程
度

▽
定
員　

10
人

▽
申
込
期
限　

４
月
12
日（
火
）

問
農
林
振
興
課
☎
43
・
５
０
２
５

ひ
ょ
う
ご
縁
結
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

県
と
ひ
ょ
う
ご
出
会
い
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、個
別
に
お
見

合
い
紹
介
を
行
う「
は
ば
タ
ン
会

員
」を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象　

原
則
、県
内
の
独
身
男
女

▽
登
録
料　

年
３
０
０
０
円

※
こ
れ
ま
で
通
り
、
独
身
男
女
の
出

会
い
・
結
婚
支
援
の
た
め
の
出
会

瓦
ば
ん

情
報
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保
育
士
臨
時
職
員

❶
保
育
士（
産
休
代
替
職
員
等
）若
干
名

▽
賃
金　

時
給
９
０
０
円
〜
※
交

通
費
別
途
支
給
、各
種
保
険
加
入

❷
保
育
士（
延
長
保
育
）１
人

▽
勤
務
時
間　

午
後
４
時
〜
６
時

▽
賃
金　

時
給
１
０
０
０
円
〜
※
交

通
費
別
途
支
給
、労
災
保
険
加
入

❶
・
❷
共
通
事
項

▽
雇
用
期
間　

５
月
１
日（
日
）〜

９
月
30
日（
金
）※
更
新
あ
り

▽
業
務
内
容　
　

保
育
士
業
務

▽
応
募
資
格　

保
育
士
免
許

▽
勤
務
先　

公
立
保
育
所
（
園
）

▽
選
考
方
法　

面
接
試
験

▽
申
込
先　

市
販
の
履
歴
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
写
真
と
資

格
証
の
写
し
を
添
付
し
提
出

▽
申
込
締
切
日　

４
月
８
日（
金
）

問
福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
２

公
営
住
宅
入
居
者

政
令
月
収
15
万
８
千
円
以
下
対
象

（
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
の
い
る

世
帯
等
は
、21
万
４
０
０
０
円
以
下
）

▽
富
田
住
宅（
神
代
）

　

１
戸
、Ｂ
棟
３
０
２
号
、３
Ｄ
Ｋ
、

単
身
不
可
、
平
成
元
年
度
建

築
。家
賃
月
額
１
万
７
４
０
０
円

〜
３
万
４
３
０
０
円

▽
伊
加
利
団
地（
伊
加
利
、随
時
）

　

１
戸
、Ｂ
棟
16
号
、３
Ｄ
Ｋ
、単

身
不
可
、昭
和
54
年
度
建
築
。

家
賃
月
額
１
万
４
０
０
０
円
〜

２
万
７
５
０
０
円

▽
阿
那
賀
団
地（
阿
那
賀
、随
時
）

　

１
戸
、Ｂ
棟
１
０
４
号
、３
Ｄ
Ｋ
、

単
身
不
可
、平
成
２
年
度
建
築
。

家
賃
月
額
１
万
８
５
０
０
円
〜

３
万
６
４
０
０
円
、駐
車
料
金
１

台
月
額
２
５
０
０
円

※
阿
那
賀（
南
・
中
・
北
栄
）在
住
者
優
先

◇
申
込
締
切
日　

４
月
15
日（
金
）

◇
公
開
抽
選
日　

４
月
25
日（
月
）

　

午
前
10
時
。西
淡
保
健
セ
ン
タ
ー

◇
申
込
先　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

※「
随
時
」の
記
載
が
あ
る
も
の
は
先

着
順
で
す（
抽
選
な
し
）

問
都
市
計
画
課
☎
37
・
３
０
１
６

自
衛
官
採
用
試
験

▽
種
目　

❶
一
般
・
技
術
幹
部
候

補
生
❷
一
般
曹
候
補
生

▽
応
募
資
格　

❶
22
歳
以
上
26
歳

未
満（
22
歳
未
満
の
大
学
卒
業

者
※
見
込
含
む
）❷
18
歳
以
上

27
歳
未
満

▽
試
験
日　

❶
５
月
14
日（
土
）・

15
日（
日
）❷
５
月
21
日（
土
）

▽
申
込
締
切
日　

５
月
６
日（
金
）

※
説
明
会
＝
４
月
24
日（
日
）午
前
10
時
〜

問
自
衛
隊
淡
路
島
駐
在
員
事
務
所

　

☎
24
・
２
４
４
９

走
る
県
民
教
室（
第
２
期
）

　

県
の
施
設
な
ど
を
見
学
す
る
団
体
に
、

バ
ス
借
り
上
げ
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

▽
対
象　

島
内
の
自
治
会
、
高
齢

者
、
青
少
年
な
ど
の
地
域
団
体

（
参
加
者
20
人
以
上
）

▽
見
学
実
施
日　

６
月
１
日（
水
）

〜
８
月
31
日（
水
）

▽
申
込
期
間　

４
月
18
日
（
月
）

〜
５
月
13
日
（
金
）

▽
補
助
金
額　

バ
ス
借
り
上
げ
費

用
の
半
額（
上
限
あ
り
）

問
淡
路
県
民
局
企
画
課

　

☎
26
・
２
０
０
９

院
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▽
内
容　

外
来
受
付
で
受
診
す
る

患
者
の
案
内
や
誘
導
、
車
い
す

の
移
送
な
ど
の
お
手
伝
い

▽
活
動
時
間　

１
日
２
時
間
程
度

▽
活
動
場
所　

県
立
淡
路
病
院

▽
募
集
人
数　

20
人

※
医
師
や
看
護
師
の
仕
事
は
で
き

ま
せ
ん
が
、患
者
が
よ
り
治
療

し
や
す
い
よ
う
サ
ー
ビ
ス
を
提

18

い
イ
ベ
ン
ト
も
行
っ
て
い
ま
す

問
淡
路
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
☎
24
・
２
７
１
７

な
な
い
ろ
館
周
辺
の
美
化
活
動

▽
日
時　

４
月
20
日
（
水
）
午
前

７
時
〜
約
１
時
間
。
雨
天
中
止

▽
集
合　

な
な
い
ろ
館
駐
車
場
。

一
般
参
加
大
歓
迎

問
淡
路
島
観
光
協
会
案
内
所

　

☎
52
・
２
３
３
６

小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受
給

者
証
の
更
新
申
請
手
続
き

▽
対
象
者　

現
在
、
受
給
者
証
の

交
付
を
受
け
、
８
月
以
降
も
引

き
続
き
交
付
を
希
望
す
る
人

※
８
月
１
日
時
点
で
満
20
歳
未
満

の
人
が
対
象
で
す

※
対
象
者
に
は
別
途
通
知
し
ま
す

▽
受
付
期
間　

５
月
２
日（
月
）〜

６
月
30
日（
木
）※
土
日
祝
日
除
く

問
洲
本
健
康
福
祉
事
務
所

　

地
域
保
健
課
☎
26
・
２
０
６
０

２
橋
ま
る
ご
と
体
験
ツ
ア
ー

　

明
石
海
峡
大
橋
の
主
塔
登
頂
や

大
鳴
門
橋
の
管
理
用
通
路
を
渡
る

ツ
ア
ー
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
開
催
日　

５
月
28
日
（
土
）・

29
日
（
日
）

▽
出
発
時
間　

兵
庫
側
＝
❶
午
前

９
時
❷
午
前
10
時
30
分
、
徳
島

側
＝
❶
午
前
８
時
30
分
❷
午

前
10
時

▽
出
発
場
所　

兵
庫
県
側
＝
「
橋

の
科
学
館
」（
神
戸
市
）、
徳
島

県
側
＝
「
本
四
高
速
㈱
鳴
門
管

理
セ
ン
タ
ー
」（
鳴
門
市
）

▽
対
象
者　

❶
中
学
生
以
上
で
４

㎞
以
上
の
自
力
歩
行
、
階
段
昇

降
が
で
き
、
高
所
・
閉
所
恐
怖

症
で
な
い
人
❷
１
グ
ル
ー
プ

４
人
ま
で

▽
申
込
締
切
日　

４
月
22
日（
金
）

問
㈶
淡
路
島
く
に
う
み
協
会

　

☎
22
・
６
０
０
０

淡
路
花
祭
２
０
１
１

　

地
場
産
品
販
売
コ
ー
ナ
ー
や
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
４
月
上
旬
頃

に
は
一
面
に
菜
の
花
畑
が
お
目
見

え
し
ま
す
。

▽
期
間　

５
月
31
日
（
火
）
ま
で

▽
場
所　

ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク
五

色
、
洲
本
市
周
辺
菜
の
花
畑
、

島
内
観
光
施
設
ほ
か

問
あ
わ
じ
花
み
ど
り
回
廊
・
淡
路

花
祭
推
進
協
議
会

　

☎
24
・
２
０
０
１

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

▽
内
容　

手
話
習
得
の
た
め
の
入

門
・
基
礎
課
程
（
32
回
）
と
演

習
（
２
回
）
の
講
座
で
す

▽
日
時　

毎
週
木
曜
日
、
午
後
７

時
〜
９
時
（
初
回
＝
５
月
19
日
）

▽
場
所　

三
原
公
民
館

▽
定
員　

20
人

▽
テ
キ
ス
ト
代
等　

７
０
０
０
円

▽
申
込
締
切
日　

５
月
10
日（
火
）

問
淡
路
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー

　

☎
24
・
３
８
５
０
F 

26
・
１
１
７
５

淡
路
美
術
協
会
公
募
展

　
　
　
　
　
　
　
作
品
募
集

▽
日
時　

５
月
３
日（
火
）〜
５
日

（
木
）※
搬
入
＝
２
日（
月
）

▽
場
所　

洲
本
市
文
化
体
育
館

▽
出
品
規
格　

絵
画
・
写
真
・
書
・

彫
塑
工
芸
ほ
か
※
出
品
料　

１
０
０
０
円
（
学
生
無
料
）

広報 

　　

法律相談（先着９人）
◆内容　市顧問弁護士による相談
◆日時　12日（火）・26日（火）13:30～16:30
◆場所　三原市民センター小会議室
問市民課☎43-5023 予約必要

消費生活相談
◆日時　毎週月～金曜日（祝日休業）
 　　　 ９:00～12:00、13:00～16:00
◆場所　三原市民センター２階
問市消費生活センター☎43-5099

教育相談
◆内容　保護者等の教育問題に対する相談 
◆日時　11日（月）13:00～15:00
◆場所　洲本総合庁舎（予約必要）
◆申込　淡路教育事務所「教育相談窓口」
　　　　 ☎22-4152

司法書士会による相談
（無料登記・法律相談、予約不要 ※先着順）

◆日時　19日(火）10:00～12:00
◆場所　県洲本総合庁舎
（多重債務相談、予約不要 ※先着順）

◆日時　25日(月）10:00～12:00
◆場所　県洲本総合庁舎
問司法書士川端英雄事務所☎62-3206

行政書士による相談（先着３人）
◆内容　農地法・相続・契約関係
◆日時　11日（月）13:30～15:30
◆場所　県洲本総合庁舎（予約必要）
◆申込　☎42-5355（行政書士奥野一喜）

女性問題相談（家庭内暴力、セクハラなど）
◆内容　女性の相談員による面接相談
◆日時　８日（金）13:00～16:00
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　淡路さわやか県民相談室
　　　　☎0120-36-7830 予約必要

住宅の耐震相談会
◆内容　住宅の耐震診断・改修などの相談
◆日時　27日（水）13:30～15:30
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　構研設計一級建築士事務所
☎0799-64-1199（予約必要）

 ４月の
　無料相談

新
鮮
な
野
菜
・
魚
介
類
の
販
売

「
地ち

産さ
ん

地ち

消し
ょ
う

」
の
直
売
所

◆
う
ず
し
お
朝
市

▽
日
時　

毎
月
第
４
日
曜
日

　

午
前
９
時
〜
正
午

▽
場
所　

福
良
漁
業
協
同
組
合

問
福
良
漁
協
☎
52
・
０
０
６
４

◆
さ
ん
ち
ゃ
ん
市

▽
日
時　

年
中
無
休

　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

▽
場
所　

淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク

問
さ
ん
ち
ゃ
ん
市
☎
43
・
２
８
８
２

◆
し
づ
お
り
朝
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
８
時
〜
10
時

▽
場
所　

倭
文
ま
ち
づ
く
り
の
丘

問
事
務
局
☎
46
・
０
３
０
１

◆
幡
多
の
青
空
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
７
時
〜
11
時

▽
場
所　

中
央
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
隣

問
事
務
局
☎
42
・
２
０
４
７

◆
鳥
井
土
曜
青
空
市

▽
日
時　

毎
週
土
曜
日

　

午
前
７
時
〜
９
時

▽
場
所　

鳥
井
公
園
前

問
事
務
局
☎
42
・
１
１
６
９

◆
甍
の
里
青
空
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▽
場
所　

甍
公
園

問
事
務
局
☎
36
・
２
１
１
７

◆
阿
万
直
売
所

▽
日
時　

第
２
・
４
土
曜
日

　

午
前
９
時
〜
正
午

▽
場
所　

阿
万
港
船ふ

な
だ
ま溜
り

問
事
務
局
☎
55
・
０
６
８
１

問
事
務
局（
太
田
）☎
42
・
３
１
１
０

ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
荻お

ぎ

巣す

樹み
き

徳の
り

　
　

 
講
演「
薔ば

ら薇
の
来
た
道
」

▽
日
時　

４
月
24
日
（
日
）

　

午
後
１
時
〜
３
時

▽
場
所　

奇
跡
の
星
の
植
物
館

▽
費
用　

入
館
料
が
必
要

※
参
加
は
要
予
約

問
奇
跡
の
星
の
植
物
館

　

☎
０
７
９
９
・
74
・
１
２
０
０

淡
路
だ
ん
じ
り
祭
開
催
が
中
止

と
な
り
ま
し
た

　

４
月
29
日
開
催
予
定
の
淡
路
だ

ん
じ
り
祭
は
、
東
日

本
大
震
災
の
た
め
中

止
と
な
り
ま
し
た
。

問
生
涯
学
習
文
化
振
興
課

　

☎
37 

・
３
０
２
０

少
年
少
女
ス
ポ
ー
ツ
育
成
補
助

金
事
業

　

明
日
を
担
う
少
年
少
女
の
運

動
・
ス
ポ
ー
ツ
習
慣
の
形
成
に
向

け
、
市
内
の
少
年
少

女
ス
ポ
ー
ツ
育
成
団

体
に
活
動
費
の
補
助

を
行
っ
て
ま
す
。

▽
申
込
期
限　

４
月
28
日
（
木
）

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

問
生
涯
学
習
文
化
振
興
課

　

☎
37 

・
３
０
２
０

▲明石海峡大橋の主塔



　　　

　

まなびの扉

21 20

■文化施設
滝川記念美術館「玉青館」
　☎36-2314
淡路人形浄瑠璃資料館
　☎43-5037
産業文化センター☎38-0201
淡路人形浄瑠璃館☎52-0260
埋蔵文化財調査事務所☎42-3849
■社会体育施設
サンライズ淡路☎45-1411
西淡社会教育センター・
西淡グラウンド☎36-2027
ゆとりっく☎36-5789
サンプール☎42-4994
サイクリングターミナル
　☎42-5310
三原健康広場☎42-5630
南淡B&G海洋センター
　☎52-2404
阿万スポーツセンター☎55-0652
賀集スポーツセンター☎54-0779
文化体育館☎50-5077
吹上浜野外教育センター
　☎55-0948
■公民館等
働く婦人の家☎43-2326
緑公民館☎44-3008
西淡公民館☎37-3028
三原公民館☎43-5038
南淡公民館☎50-3048
松帆地区公民館☎36-2137
湊地区公民館☎36-2055
津井地区公民館☎38-0201
丸山地区公民館☎39-0210
阿那賀地区公民館☎39-0011
伊加利地区公民館☎39-0567
西淡志知公民館☎36-5526
榎列公民館☎42-2393
八木地区公民館☎42-5956
市地区公民館☎42-5957
神代地区公民館☎42-5958
三原志知公民館☎42-6343
賀集地区公民館☎54-0331
北阿万地区公民館☎55-0055
潮美台地区公民館☎52-0430
阿万地区公民館☎55-0046
灘地区公民館☎56-0001
沼島地区公民館☎57-0001

広報 

ま
な
び
の
扉
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68シリ
ーズ

跡は管理施設群と

考えられます。

問埋蔵文化財調査

　事務所

　☎42-3849

大お

お

野の

遺い

跡せ

き

▲大野遺跡全景（北より）

働
く
婦
人
の
家

◆
プ
ロ
が
教
え
る
フ
ラ
ン
ス
料
理

▽
日
時　

４
月
19
日
（
火
）

　

午
前
10
時
〜

▽
内
容　

家
庭
で
簡
単
に
で
き
る

ヘ
ル
シ
ー
な
フ
ラ
ン
ス
料
理

▽
定
員　

20
人

▽
講
師　
「
プ
テ
ィ
ポ
ア
」
店
長

▽
費
用　

材
料
費
実
費　

▽
申
込
締
切
日　

４
月
12
日（
火
）

◆
初
心
者
の
パ
ソ
コ
ン
教
室

▽
日
時　

４
月
12
日
（
火
）
〜
毎

週
火
曜
日
、
午
後
７
時
30
分
〜

９
時
（
全
12
回
）

▽
内
容　

ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

▽
費
用　

教
材
費
等
は
自
己
負
担

▽
申
込
締
切
日　

４
月
８
日（
金
）

問
働
く
婦
人
の
家
☎
43
・
２
３
２
６

「
淡
路
人
形
の
絵
」募
集

▽
応
募
規
格　

画
用
紙
４
つ
切
、

水
彩
画
・
油
絵
・
日
本
画
な
ど

10
号
以
内

▽
応
募
方
法　

作
品
の
裏
面
に
住

所
・
氏
名
・
連
絡
先
を
明
記
し
、

提
出

▽
賞　

特
選
１
点
、
入
選
10
点

▽
応
募
締
切
日　

７
月
１
日（
金
）

問
㈶
淡
路
人
形
協
会
事
務
局
（
生

涯
学
習
文
化
振
興
課
）

　

☎
37
・
３
０
２
０

「
素
人
浄
る
り
全
国
大
会
」

▽
日
時　

４
月
30
日（
土
）・
５
月

１
日（
日
）　

午
前
９
時
30
分
〜

▽
場
所　

阿
万
地
区
公
民
館

問
岸
上
０
９
０
・
３
６
２
９
・
４
３
０
８

玉
青
館
20
周
年
記
念「
森
本
栖
鳳

書
作
展
・
加
登
亙
書
展
」

　

南
あ
わ
じ
市
出
身
の
書
家
・
森

本
栖せ
い
ほ
う鳳
氏
と
半
世
紀
に
も
及
ぶ
書

友
で
あ
っ
た
故
加か

と登
亙こ
う

氏
と
の
二

人
展
で
す
。

▽
期
間　

４
月
16
日（
土
）〜
６
月

19
日（
日
）

▽
場
所　

玉
青
館（
松
帆
西
路
）

▽
休
館
日　

月
曜
日

▽
入
館
料　

大
人
５
０
０
円

問
玉
青
館
☎
36
・
２
３
１
４

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
洲
本
木で

こ偶
づ
く
り
サ
ー
ク
ル
淡

路
人
形
頭
展

　
５
月
15
日
（
日
）
ま
で

◆
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
名
場
面

　
「
淡
路
人
形
芝
居
の
主
役
た
ち
」

　

８
月
中
旬
ま
で

◆
出
口
敦
司「
諭
鶴

　

羽
山
周
辺
の

野
鳥
」写
真
展

　
５
月
31
日（
火
）

ま
で

問
淡
路
人
形
浄
瑠

　

璃
資
料
館

　

☎
43
・
５
０
３
７

埋
蔵
文
化
財
ミ
ニ
展
示
９

▽
内
容　

松
帆
西
路
に
あ
る
片
山

遺
跡
で
出
土
し
た
古
墳
時
代
〜

中
世
の
土
器
や
金
銅
製
品
な
ど

▽
場
所　

西
淡
公
民
館

▽
期
間　

５
月
下
旬
ま
で

問
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所

　

☎
42
・
３
８
４
９

第
23
回
阿
波
お
ど
り
体
操

　
　
　
　
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
習
会 

▽
日
時　

４
月
２
日
（
土
）

　

午
後
８
時
〜

▽
場
所　

南
淡
公
民
館

▽
会
費　

１
０
０
円

問
阿
波
お
ど
り
体
操
振
興
協
会

（
出
田
）
☎
55
・
１
１
１
１

第
84
回
天
体
観
測
会

　
　
　
「
春
の
星
座
を
見
よ
う
」

▽
日
時　

４
月
30
日
（
土
）

　

午
後
８
時
〜

▽
場
所　

神
代
小
学
校
校
庭

▽
参
加
費　

無
料（
保
護
者
同
伴
）

～本と心のふれあいの場～

みんなの図書館
☆開館時間／9：30～19：00
　ただし、日曜日・祝日は、17：00まで
　（緑・西淡公民館図書室は土曜日も17：00まで）
☆休館日／月曜日・祝日の翌日・月末整理日（平日）

●いちねんせいがあるきます！
北川 チハル作／吉田 奈美絵（ポプラ社）

まおは１年生。学校までちゃ
んと歩いていけるかな？心配
していると、迷子の１年生た
ちがつぎつぎとやってきて、
いっしょに学校に行くことに
なりますが･･･。

●名作映画いいとこだけ
の英会話
忍者の秘密がいっぱい！
上野 陽子著（ダイヤモンド社）

緑公民館図書室
☎44-3008

●親子で読もう！子どもの安全ブック
武田 信彦監修（スタジオタッククリエイティブ）

怪しい人ってどんな人？危
険な言葉をかけられたら？
安全インストラクターとし
て活躍する著者が、普段の
生活の中で子どもたちがす
ぐにできる安全のコツを紹
介。子どもを守るための大
人や地域の対策もまとめる。

●ほんなんてだいきらい！
バーバラ・ボットナー文／マイケ
ル・エンバリー絵／さんべ りつ
こ訳（主婦の友社）三原図書館☎43-5037

●人に聞けない育児のちっちゃな悩み
解決BOOK赤すぐ編集部著（メディアファクトリー）

健康、おっぱい、睡眠、トイ
レトレーニング、性格、し
つけ、遊び、夫、ママ友との
おつきあい…。育児書には
のっていない82の悩み
に、専門家が回答します。
明日からの育児にすぐに
役立つアドバイス満載。
●はしれ!やきにくん
塚本 やすし作（ポプラ社）

西淡公民館図書室
☎37-3028

●世界と日本の水問題 水をめぐる争い
橋本 淳司著（文研出版）

水をめぐって地球上でおき
ている問題をわかりやすく
解説するシリーズ。水が不足
したときに起こる、水と川を
めぐる世界の国や地域のさ
まざまな争いについてまと
めている。大切な水につい
て学べます。

南淡図書館☎53-0234

●「いなか」おこし！地
域ブランド戦略を創る
信田 和宏著（NTT出版）

　賀集八幡南でのほ場整備事業で発見された、

飛鳥・奈良・平安・鎌倉時代の遺跡です。奈良時代

の遺構からは製塩土器が多く出土し、官
かん

衙
が

（役所）

で使用される硯
すずり

の破片も出土しました。平城京で

は761年に「阿
あ

麻
ま

郷
ごう

」から塩を運んだことがわかる

木簡が出土しています。大日川と山路川沿いには

海辺で作られた塩を運搬するための官衙施設と

推測できる遺跡が多く見つかっています。県道を

はさんだ西側にある岸ノ上遺跡は倉庫群、大野遺

 ●４月の図書館カレンダー

▽
そ
の
他　

悪
天
候
時
は
神
代
地

区
公
民
館
で
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

４月初回トレーニング講習会

日 曜日 第１講習 アドバイス 第２講習

15 金 14:00～ 17:00～ 19:00～

30 土 10:00～ 13:00～ 15:00～

●対象　16歳以上の人※定員６人

●受講料　500円※２回目以降200円

●講習時間　約１時間30分

松井開発運輸㈱

「親切・丁寧・安心・適正」の解体工事はお任せください！！

南あわじ市湊１３５４　ＴＥＬ 0799-36-5078

小さな小屋から大きなビルまで、どんな建物でも解体します。

お気軽に
ご相談を…
※お見積もりは無料です

※○はおやすみです

日 月 火 水 木 金 土

月末整理

　 　 　 　 　 　 　 　 　 1　 2  

 3 　 4 　 5 　 6 　 7 　 8 　 9

10　11　12　13　14　15　16

17　18　19　20　21　22　23

24　25　26　27　28　29　30

コアトレーニング教室
パワーヨガ教室

問文化体育館☎50-5077

●対象　16歳以上の人※定員50人
●受講料　4,000円
●開始時間　19：30～

文化体育館／教室募集

身体を柔らかくしたい、姿勢をよくしたい人に・・・

問地域包括支援センター☎44-3006

　❶いきいき百歳体操❷お達者音頭講
習❸食事と栄養❹健口体操❺認知症予
防など希望内容を地域で学習できます。

　骨量測定（初回）や生活・食事、認知症
の知識、体操、健康劇など、健康の維持・
増進や介護予防に取り組みます。

介護予防出前講座

●対象　65歳以上のグループ、高齢
　者が集まる会など（10人以上対象）
●出前可能日時　平日9：00～17：00
●申込締切　開催の１か月前まで

元気はつらつ教室

●対象　65歳以上
●初回日時　５月９日（月）
　12：30～受付※５月～７月開催
●場所　南淡福祉保健センター
●申込締切日　４月22日（金）

介護予防教室／65歳以上
▲加登亙書「風神・雷神」（2002年）

問
く
ま
し
ろ
ふ
れ
あ
い
広
場（
木
田
徹
）

　

☎
０
９
０
・
３
６
１
６
・
３
８
２
４

◆
出
口
敦
司「
諭
鶴

　

羽
山
周
辺
の

野
鳥
」写
真
展

日（
火
）

問
淡
路
人
形
浄
瑠

トレーニングアドバイス始めます

※
文
化
体
育
館
で
は
、４
月
か
ら
初
回
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会（
第
１
講
習
時
間
）終
了
後
、イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ア
ド
バ
イ

ス
を
始
め
ま
す（
講
習
会
終
了
者
対
象
）

回数 　 月日 曜日

第１回 ４月 19日 火

第２回 ４月 26日 火

第３回 ５月 10日 火

第４回 ５月 17日 火

第５回 ５月 24日 火

第６回 ５月 31日 火

第７回 ６月７日 火

第８回 ６月 14日 火

回数 　 月日 曜日

第１回 ５月 20日 金

第２回 ５月 27日 金

第３回 ６月３日 金

第４回 ６月 10日 金

第５回 ６月 17日 金

第６回 ６月 24日 金

第７回 ７月１日 金

第８回 ７月８日 金

1コアトレーニング教室

2パワーヨガ教室

※定員50人

身体を柔らかくしたい、姿勢をよくしたい人に・・・

　自分にあったトレーニングがしたい人な
ど、お気軽にご相談ください。



いきいき健康生活
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広報 

 時間外診療病院
曜日 病院名 曜日 病院名
月 平成病院 木 翠鳳第一病院

火
平成病院 金 中林病院
八木病院 土 翠鳳第一病院

水
中林病院 平日18:00～23:00

土曜13:00～23:00南淡路病院

● 健康相談
内容  日 曜日　　　時間 場所

生活習慣病相談、栄
養相談、血圧測定、
体脂肪測定など

11 月

９:00～ 10:30

緑保健福祉センター
13 水 三原保健センター
18 月 西淡保健センター
25 月 南淡福祉保健センター

● Ａ型リハビリ教室
内容  日 曜日　　　時間 場所

機能訓練を必要とする
64歳以下を対象（要予約）

22 金 10:00～12:00 緑保健福祉センター

   ４月の健康カレンダー

● 阿波踊り体操 （いずみ会主催）
内容  日 曜日　    時間 場所

阿波踊り体操
６ 水

10:00 ～ 緑保健福祉センター
20 水

※各教室・相談のお問い合わせは、健康課（☎44-3004）まで

 休日応急診療所（広域消防南淡分署横☎53-1536）
診察日 9：00～16：30 19：00～22：30

４月 ３日（日） 友清龍一郎 医師 穀 内 勇 夫 医師

４月10日（日） 日 笠 久 美 医師 大 鐘 稔 彦 医師

４月17日（日） 橋 田 友 孝 医師 浦 瀬　　 巌 医師

４月24日（日） 福 田 郁 夫 医師 畑 田 卓 也 医師

４月29日（金） 福 原 正 博 医師 渡 辺　　 優 医師

診察日 担当医師 備　　考
４月 ３日（日） 奥 村　　 司 医師

受診前に電話をおか
けください。
☎23ｰ2700
担当医は都合により変更
になることもあります。

４月10日（日） 大 橋　　 明 医師

４月17日（日） 平 山　　 穀 医師

４月24日（日） 田 中 一 宏 医師

４月29日（金） 植村幹二郎 医師

 休日小児救急診療（県立淡路病院）

● 愛育班活動
内容  日 曜日　　　時間 場所

愛育班活動 21  木  ９:30 ～ 沼島総合センター

　これまで総合窓口センターで行っ

ていた母子健康手帳の交付場所を４

母子健康手帳

月以降健康課(緑保健福祉センター内)に変更します。

４月から健康課で交付します

ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
や
そ
の
予
備
群

に
な
っ
て
い
る
人
を
特
定
し
て
、
生
活
習

慣
の
改
善
の
た
め
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

症
状
を
感
じ
な
い
ま
ま
進
行
し
て
い
く
生

活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め
に
、
年
に
１

回
は
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
22
年
度
の
が
ん
検
診
で
は
、
が
ん

が
見
つ
か
っ
た
人
数
（
が
ん
の
疑
い
を
含

む
）
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
早

期
が
ん
は
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
早
期
に

が
ん
を
発
見
す
る
た
め
に
も
対
象
年
齢
の

人
は
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

検
診
に
よ
る
が
ん
発
見
者
数

●
胃
が
ん
↓
３
人
●
前
立
腺
が
ん
↓
25
人

●
大
腸
が
ん
↓
12
人
●
乳
が
ん
↓
７
人

●
子
宮
が
ん
↓
２
人
●
肺
が
ん
↓
10
人

　忙しい毎日の中で、自分の健康に向き合うのは意外と少ないものです。健診ではいろいろな
検査を行うことで、自分では気づかない体の状態が分かります。年１回は定期健診を受けること
をお勧めします。問健康課☎44-3004

健
診
で
は
生
活
習
慣
病
の
前
段
階
で

あ
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

● 乳幼児健康カレンダー　　 　 　　（　　）は対象
内容  日 曜日　  受付時間 場所

母親学級 21 木 13:15～ 13:30
４か月児健康診査
（22年12月生）

26 火 12:30～ 12:45

10か月児健康診査
（22年６月生）

12 火 12:30～ 12:45

緑保健福祉センター

１歳６か月児健康診査
（21年９月生）

５ 火 12:30～ 12:45

３歳児健康診査
（20年３月生）

19 火 12:30～ 12:45

２歳児歯科健診
（21年１月生）

15 金 13:00～ 13:15

強い歯・幼児フッ素塗布
（20年１月･20年７月生）

１ 金 13:00～ 13:15

育児相談
（22年２月生）
（22年９月生）

６ 水

13:00 ～

南淡福祉保健センター
13 水 西淡保健センター
22 金 緑保健福祉センター
27 水 三原保健センター

食育講座赤ちゃん栄養サロン
（22年11月生）

28 木 ９:45～ 10:00
緑保健福祉センター

遊びの教室 14 木 ９:30～（予約制）
発達支援相談 14 木 13:30～（予約制）

町町
ぐ
る
み

ぐ
る
み

ぐ
る
み

ぐ
る
み

ぐ
る
み

ぐ
る
み

ぐ
る
み

ぐ
る
み

ぐ
る
み

ぐ
る
み

ぐ
る
み

ぐ
る
み
健
診
健
診
健
診
健
診
健
診
健
診
健
診
健
診
健
診
健
診
健
診
健
診
健
診
健
診
健
診
健
診
健
診
健
診
健
診
健
診
健
診
健
診

受
け
て
安
心「
ま
ち
の
健
診
」

受
け
て
安
心「
ま
ち
の
健
診
」

受
け
て
安
心「
ま
ち
の
健
診
」

受
け
て
安
心「
ま
ち
の
健
診
」

受
け
て
安
心「
ま
ち
の
健
診
」

受
け
て
安
心「
ま
ち
の
健
診
」

受
け
て
安
心「
ま
ち
の
健
診
」

申込から健診までの流れ
4月上旬　各世帯に申込書を郵送
　送られてきた申込書に、受診項目ごとに
「受ける・受けない」のどちらかを○で囲
み、同封の返信用封筒でご返送ください。
※受診しない人も返送が必要です

  ⬇
６月以降　申込者へ健診受診票等郵送
　申込者に健診受診票を郵送するほか、
40歳～74歳の国保加入者には、特定健
康診査受診券をお送りします。（別途送付）
※市国保以外の人の受診券は、ご加入の医
療保険者や事業主へご確認ください

  ⬇
７月以降　町ぐるみ健診を受診
　健診受診票・予約票・医療保険証（全
員）・自己負担金をお持ちの上、指定日時に
お越しください。
※40歳～74歳の人が受診する特定健康診査
には「特定健康診査受診券」が必要です。受
診券がない場合は、全額自己負担（5,250
円）となります。

■内容　特定健康診査（40～74歳）、後期高齢者健康診査（75歳
　以上）、健康診査（19～39歳）、生活機能評価（66歳以上）、がん
　検診（胸部、胃部、大腸、前立腺、子宮、口腔）など
※乳がん検診のみ個別検診（申込者へ別途通知）

健診は予約制です
 ４月13日（水）

場所　緑保健福祉センター
受付時間　13：00～13：30

ポリオ予防接種

子宮頸がん検診／乳がん検診のクーポン券を送付
　平成23年度は、国からの連絡が届き次第、対象者に
無料クーポン券をお送りします。無料クーポン券が届き
ましたら、積極的な受診をお願いします。

女性特有のがん検診のお知らせ

日程 接種の対象者

４月20日（水） 平成22年８月～11月生

５月11日（水） 平成22年４月～７月生

５月18日（水） 平成21年４月～平成22年３月生

６月１日（水）
平成22年12月～平成23年１月生

平成15年12月２日～平成21年３月生

問健康課☎44-3004
※当日都合が悪い人は、健康課へご連絡ください

区分 対象年齢

子宮がん検診 20歳、25歳、30歳、35歳、40歳

乳がん検診 40歳、45歳、50歳、55歳、60歳

※年齢は平成23年４月１日現在のものです
問健康課☎44-3004

申込から健診までの流れ申込から健診までの流れ

受ければわかる、体のいいとこ悪いとこ

健診は貴方の体の定期点検

● 献血
 日　曜日 　　受付時間 場所
25 月 11:30 ～ 16:00 西淡公民館
28 木 13:30 ～ 16:00 農村環境センター（北阿万地区公民館）

【標記】□数字＝午前のみの健診日、●数字＝子宮がん検診の日
※歯周疾患・口腔がん検診は、全日程の午前中のみ行います

７月

西淡保健センター 1
金
❷
土
4
月
❺
火

6
水

7
木

南淡福祉保健センター 11
月
12
火
13
水

14
木
15
金
16
土
19
火
20
水

三原保健センター 21
木

22
金
23
土
25
月
26
火
27
水

８月 緑保健福祉センター ❸
水
4
木

5
金
❻
土
8
月

９月 南淡福祉保健センター 2
金
❸
土
❺
月

 実施月 　会場  健診日

健診の日程表（受付時間＝８：30～11：30／13：00～14：30）

　全国的にワクチンが不足しており、子宮頸
けい

がん予防
ワクチンの初回接種者への接種を差し控えています。
現在の優先接種対象者
既に接種を開始した２回目・３回目の人

※3月中に予定していた中学1年生～高校1年生の女
子への接種券の送付を見合わせています。ワクチン
の供給状況をみた上で、初回接種者への接種が再
開しましたら、速やかに個別に通知します

問健康課☎44-3004

子宮頸がん予防ワクチン接種事業



心のかけはし
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子育て学習･支援センターでは、様々な集いの場
を設けています。おもちゃがいっぱいの自由あそびのひろば
や親子遊びや体験活動、お母さんがリフレッシュするママ広
場などイベント盛りだくさんです。

広報 

　正解者の中から抽選で５人の方に、図書カード

1,000 円分をプレゼント！（当選は発送をもっ

て発表にかえさせていただきます）

■応募方法（全回答必須）
　①クイズの答え、②住所、③氏名、④年齢、

⑤広報または南あわじ市に対するご意見・ご感想
をお書きの上、情報課までご応募ください。

■応募〆切　４月11日（月）※消印有効

〒656-0472　南あわじ市市善光寺18-27

南あわじ市役所情報課広報クイズ係　宛

（メールの場合、件名に「広報クイズ」と記載）

kouhou@city.minamiawaji.hyogo.jp

　
　広報クイズ

えや臓器移植にまつわる医師の葛藤について解説しま

した。

　臓器移植は1960年代に新たに生み出されてきた技

術で、医療技術の発達につれて広く用いられるように

なりました。近年、脳死者による臓器提供が可能にな

り、医師、患者、家族、社会の相互の関わり方に新た

な課題が生まれています。映画のストーリーは高度な

外科手術を身につけた主人公の当麻医師が地方の市民

病院に赴任し、数々の困難なオペを成功させ、彼の信

念が周囲を変えていきます。そんな中、家族の熱い想

いに打たれて、当時は認められていない肝臓移植に踏

み切るかどうかの決断をするヒューマンドラマです。

　現代医療が進歩するにつれて、問題となってきてい

る新しい「人のあるべき姿」について皆さまも考えて

みましょう。

問人権教育課☎ 37-3019

「孤高のメス」講演会・上映会開催

子育て学習･支援センターでは、様々な集いの場

子育て広場

平成23年３月15日までの受付分 （敬称略）
※この欄への掲載を希望する人は、届け出のときに窓口へお申し出ください

▲ＱＲコード
携帯電話のバーコード
リーダで読み取り、クイ
ズに応募できます

※
３
月
号
の
正
解
は「
防
災
」。43
通
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

●催し（①親子ひろば、②ママひろば、③～④ままカフェ）
行事名 日時 内容

①つくってあ
そぼう

18日
10:00～11：30

働く婦人の家、100円、30組
※こいのぼりを作ります

②牛乳パック
チェア

25日
10:00～11：30

働く婦人の家、300円、15組、牛
乳パック５個、布ガムテープ持参

③春のテーブ
ルフラワー

26日
14:00～15：00

働く婦人の家、500円、10組、子
ども用お茶持参

④プチトマトを
植えよう

５月12日
14:00～15：00

働く婦人の家、500円、10組、子
ども用お茶持参

●出前ひろば（公園感覚の自由あそびの広場、申込不要）
ひろば名 ４月の開設日 場所 時間
みどり 6,8,13,22,27 緑保健福祉センター

10:00
～
11:30

せいだん 5,7,12,14,19,21,26,28 西淡保健センター

みはら 5,7,12,14,19,26 働く婦人の家

なんだん 6,8,13,15,20,22,27 南淡公民館

●年齢別ふれあいひろば
ひろば名 対象 開催日 時間 場所 参加費
ひよこ ０歳児 11日

10：30～ 働く婦人の家 300円りす １歳児 11日
うさぎ ２歳児 11日
ぞう ３歳児 11日

※みんなで歌やダンスをします

●自由あそびのコーナー （平日９：00～16：00）
場所 内容

働く婦人の家
常設の遊びのコーナー（ふれあいプレイルーム）
自由な時間に親子で遊ぶことができます。

　３月 12日、西淡公民館大

ホールで、「孤高のメス」講

演会・上映会を開催しました。

　講演会では、孤高のメスの

原作者の大鐘稔彦先生（阿那

賀診療所）が、映画の中で描

かれている医師としての心構 ▲講演「メスは両刃の剣」

問子育て学習・支援センター☎42-7703、９：00～16：00

▲大潮の頃は潮の流れは時速
20㎞に達し、大きな渦ができます

はじめましての会

阿那賀診療所
☎39-0668

（月・水・木曜日）
9：00～12：00
14：00～17：00
（火・金曜日）
9：00～12：00
16：00～17：00

伊加利診療所
☎39-0886

（火・金曜日）
14：00～15：30

灘診療所
☎56-0655

（月・金曜日）
9：00～12：00
14：00～17：15
（火・木曜日）
9：00～12：00
午後＝往診・検査

沼島診療所
☎57-0030

（月～金曜日）
9：00～12：00
14：00～17：15

●人　口 51,558人（前月比－38人）
　（男）　 24,873人（前月比－25人）
　（女）　 26,685人（前月比－13人）
●世帯数 18,549世帯（前月比＋7世帯）
　　　　　　　　※平成23年３月１日現在

出生

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 届出日
中川　宙穂（沼　島）
𠮷川　元規（神奈川県 ）
勝羅　直人（洲本市）
佐 々 木　 信（　 市　）
　山　末吉（広　田）
坂上　恵一（沼　島）
櫻井　将太（潮美台）
田中　宏和（潮美台）
原　　 聖二（阿那賀）
細川　隆弘（八　木）
増本　直弘（潮美台）
矢吹　隆二（洲本市）
野村　称秀（広　田）
奥濱　康二（阿　万）
芝　　 純 平（ 福　良）
平野　一将（洲本市）
鷲 谷　 嘉 一（　 湊　 ）
高橋　豊治（榎　列）
濱野　祐一（淡路市）
久米　健太（東京都）

中田　有里（賀　集）
渡辺　峰子（東京都）
橋本　衣里（賀　集）
高尾　朱美（岡山県）
岡野はるみ（倭　文）
立仙　美紀（徳島県）
山 下　　 惠（ 松　帆）
旭　　 美 樹（ 洲本市）
赤松　麻美（洲本市）
竹山くるみ（大阪府）
幸　　 亜惟（潮美台）
瀬 尾　 百 永（　市　）
中 田　　 遥（広　田）
大澤可奈子（洲本市）
中島　生恵（松　帆）
松井　由理（榎　列）
中舍　みさ（淡路市）
柏木　陽子（賀　集）
坂上めぐみ（志　知）
青山　香織（広　田）

２ 月 16 日
２ 月 19 日
２ 月 22 日
２ 月 25 日
３ 月 ３ 日
３ 月 ３ 日
３ 月 ３ 日
３ 月 ３ 日
３ 月 ３ 日
３ 月 ３ 日
３ 月 ３ 日
３ 月 ３ 日
３ 月 ７ 日
３ 月 ８ 日
３ 月 ８ 日
３ 月 ８ 日
３ 月 ９ 日
３ 月 14 日
３ 月 14 日
３ 月 15 日

結婚

氏名 年齢 地区 死亡日

原　　松枝

池㞍　はき

喜田きよみ

富長みふじ

吉田　　滿

児玉　　進

橋本　正市

原田　　壽

清水　義弘

日々野ひさの

古川　　正

古東　正文

森　　　 瞳

木下　智子

守本　　米

八 木

神 代

市

市

八 木

広 田

松 帆

倭 文

伊加利

北阿万

神 代

松 帆

榎 列

北阿万

福 良

66

96

91

88

62

78

77

89

78

101

92

59

82

69

97

２ 月 ５ 日

２月 14 日

２月 14 日

２月 14 日

２月 14 日

２月 15 日

２月 16 日

２月 16 日

２月 18 日

２月 18 日

２月 19 日

２月 20 日

２月 20 日

２月 21 日

２月 21 日

赤ちゃん 性別 保護者 地区 出生日

久次目隼
は や と

翔

坂本愛
こ こ な

心奈

三宅　瑞
み ず き

希

西　　 萌
め ぐ み

心

居内　梨
り お ん

恩

増井　心
こ こ な

菜

西村　虹
に い な

花

堀川　市
い ち は

葉

興津　煌
ひ な た

大

久 米真
し ん た ろ う

太郎

堤　 梨
り り あ

々愛

木戸　香
か づ き

月

飛田　初
は づ き

葵

後藤　　 結
ゆう

西 久保陽
は る と

斗

澤田　淳
あつゆき

志

中村　優
ゆ う り

李

髙橋　真
ま ほ

歩

岩田　夢
む な

奈

里村　　 洸
こう

西野　大
だ い ち

智

新納　此
こ ひ め

姫

大津　崚
りょうへい

平

男

女

女

女

女

女

女

女

男

男

女

女

女

男

男

男

男

女

女

男

男

女

男

真 吾

篤

逸 人

一 佳

千 恵

進 和

忠 臣

幸 人

和 男

正 純

直 也

信 彦

紘 志

敦

誠 一

武 伸

隆 行

俊 之

力

茂

恵 介

卓 司

あ ゆ み

広 田

広 田

愛知県

倭 文

八 木

松 帆

神戸市

市

榎 列

賀 集

倭 文

倭 文

福 良

賀 集

北阿万

福 良

市

広 田

倭 文

賀 集

灘

市

大阪府

２ 月 ４ 日

２ 月 ８ 日

２ 月 ９ 日

２ 月 10 日

２ 月 11 日

２ 月 12 日

２ 月 13 日

２ 月 14 日

２ 月 15 日

２ 月 15 日

２ 月 15 日

２ 月 17 日

２ 月 18 日

２ 月 22 日

２ 月 23 日

２ 月 25 日

２ 月 25 日

２ 月 28 日

３ 月 ２ 日

３ 月 ２ 日

３ 月 ５ 日

３ 月 ７ 日

３ 月 10 日

氏名 年齢 地区 死亡日

宇田　鶴松

沖　　仁氏

西内とよ子

川西みつゑ

山﨑　高利

坂口　正子

浪花　光男

入谷　和美

北平　まさ

馬部幸代子

原渕かつみ

近藤　俊治

立花こすみ

藤井　音一

村野　幸雄

湊

松 帆

榎 列

倭 文

賀 集

神 代

神 代

神 代

広 田

松 帆

大阪府

榎 列

広 田

松 帆

湊

87

77

86

79

79

98

80

64

97

57

93

61

96

94

79

２月23日

２月23日

２月23日

２月24日

２月24日

２月25日

２月25日

２月26日

２月26日

２月27日

２月27日

３月２日

３月３日

３月３日

３月４日

氏名 年齢 地区 死亡日

柏木　幸夫

志智　良子

岬　喜一郎

古川　俊夫

村松　知子

田仲　正道

前田きくゑ

眞野ちよの

山野　邦男

佐藤　福一

平瀬　　修

佐々木ひろこ

秦　源次郎

奥野　　孝

津田　　曻

倭 文

湊

福 良

榎 列

市

市

榎 列

広 田

松 帆

賀 集

福 良

阿 万

灘

賀 集

湊

75

94

90

81

66

78

82

87

82

86

78

90

93

84

90

３ 月 ５ 日

３ 月 ６ 日

３ 月 ６ 日

３ 月 ７ 日

３ 月 ７ 日

３ 月 ８ 日

３ 月 ９ 日

３ 月 ９ 日

３月 10 日

３月 11 日

３月 11 日

３月 12 日

３月 13 日

３月 14 日

３月 15 日

死亡

　春の大潮を迎えた○○海

峡では、うずしおが見ごろを迎えています。○○海峡の潮

の流れは世界三大潮流の１つと数えられ、豪快に潮が流
れ、うずしおを発生させま

す。うずしおは潮の満ち干

きや、複雑な海底の地形

も影響し、大きいものでは

直径30ｍに達することも

あります。うずしおの見ご

ろは５月下旬まで続きま

す。○○に入る漢字２文

字の海峡の名前は？

出前ひろば
（３月15日）
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まちかどトピックス

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
広
報
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
43
・
５
０
０
３（
情
報
課
）
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巨
大
な
根
株
、従
来
の
面
影
を
残
す

広報 

「
川
を
き
れ
い
に
」、児
童
が
大
日
川
で
清
掃
活
動

南
あ
わ
じ
の
観
光
・
食
・
体
験
情
報
を
発
信

日
帰
り
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
で
旅
行
会
社
に
Ｐ
Ｒ

三
原
志
知
小
３
年
生
以
上
の
児
童
18
人

千ち

て手
の
松

諭鶴羽神社境内ふるさと音頭の歌碑建立
　諭鶴羽山の登山シーズンに合わせて２月 12日、諭鶴羽神社の境内に

「南あわじ市ふるさと音頭」一番の冒頭を彫った歌碑が建立されました。

歌碑には、「山は諭鶴羽 灘黒岩に 香る水仙 まばゆく咲いて」の部分を

作詞者能登濱吉さんの直筆で刻んでいます。また、碑の上部には、諭鶴

羽山を飛ぶ鶴、下部には南あわじ市の花「水仙」を彫っています。

　同神社総代の木下豊さんは、「諭鶴羽登山を楽しみながら、ぜひ歌碑

も見に来てほしい」と話していました。

◆
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
春
季
水
泳
競
技
大
会

中
尾　

玲
華
さ
ん（
須
磨
学
園
高
）

※
出
場
が
決
ま
っ
て
い
ま
し
た

が
、
東
日
本
大
震
災
の
た
め
、

３
月
27
日
に
予
定
し
て
い
た
大

会
は
、
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

南
あ
わ
じ
市
ス
ポ
ー
ツ
賞

表
彰
式
が
３
月
６
日
に
開
催
さ

れ
、平
成
22
年
に
優
秀
な
成
績

を
収
め
た
人
や
永
年
に
わ
た

り
、ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
振
興
に

貢
献
さ
れ
た
93
人
の
方
々
に
各

賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

◆
功
労
賞

山
口　
　

勇
さ
ん（
市
）

斉
藤　
　

茂
さ
ん（
八
木
）

◆
優
秀
指
導
者
賞

村
上　

洋
一
さ
ん（
潮
美
台
）

浅
井　

和
弘
さ
ん（
松
帆
）

江
本　

典
隆
さ
ん（
北
阿
万
）　

◆
優
秀
選
手
賞　

78
人

◆
奨
励
賞　

10
人

お
め
で
と
う

ス
ポ
ー
ツ
賞

▲各集落から集まった檀尻は、担ぎ手が祇園
囃子を口ずさみながら、神代八幡神社と鎮守
八幡社の間約1㎞を列をなして練り歩きました

　

昭
和
52
年
に
枯
死
天
然
記
念
物

指
定
解
除
と
な
っ
た
千
手
の
松

の
根
株
が
、
賀
集
野
田
地
区
に
保

巡
り
な
が
ら
説
明
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、「
ガ
イ
ド
の
説
明

が
あ
っ
て
興
味
深
く
、
楽
し
く
訪

問
で
き
ま
し
た
。
ガ
イ
ド
を
取

り
入
れ
た
ツ
ア
ー
を
組
ん
で
み
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ツ
ア
ー
で
は
淡
路
人

形
浄
瑠
璃
鑑
賞
や
瓦
作
り
体
験
を

し
、
慶
野
松
原
を
散
策
。
ガ
イ
ド

に
同
行
し
た
市
の
観
光
振
興
担
当

者
は
、「
今
後
も
旅
行
会
社
に
情

報
発
信
を
継
続
し
、
南
あ
わ
じ
市

▲除幕式には、神社総代や市、観光協会関係者ら
25人が参列しました

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

表
情
豊
か
な
淡
路
人
形
の
頭か

し
ら

を
展
示

　東日本大震災の復興を支援しようと３月 14 日、神代地区 11

集落の祭礼団が社会福祉協議会を通じて義援金 11万円を送りま

した。

　檀尻９台と獅子舞２体を持つ神代地区では、３月 13日に神代

八幡神社春例大祭を開催。メディアで震災の報道がされる中、祭

礼団から「被災地への支援をすべき」との声が上がり、各集落か

ら集めた御花の一部を義援金として寄附しました。

▲うずしお観潮船に乗って、ガイドが案内しました

存
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
松
は
樹
齢

８
５
０
年
余
り
と
推
定
さ
れ
、
当

時
は
幹
周
６
・
７
ｍ
、
樹
高
18
ｍ

で
枝
が
四
方
に
伸
び
、
千
手
観
音

が
手
を
広
げ
た
よ
う
な
壮
大
な
雄

姿
と
樹
勢
で
、
多
く
の
人
に
親
し

ま
れ
て
き
ま
し
た
。
大
正
15
年
に

は
、
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
、
千
手
の
松
保
存
会
の
人
た
ち

を
中
心
に
管
理
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
昭
和
50
年
ご
ろ
か
ら

松
く
い
虫
や
白
ア
リ
の
影
響
で

徐
々
に
衰
え
は
じ
め
、
葉
が
赤
茶

色
に
変
色
。
昭
和
52
年
に
は
天
然

記
念
物
指
定
も
解
除
さ
れ
、
11
月

へ
観
光
客
を
呼
び
込
み
た
い
」
と

し
て
い
ま
す
。

　

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
の
頭
が
淡
路

人
形
浄
瑠
璃
資
料
館
で
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
出
品
し
て
い
る
の
は
、

上
田
泰
博
さ
ん
（
賀
集
）
が
所
属

す
る
「
洲
本
木で

こ偶
づ
く
り
サ
ー
ク

ル
」
の
作
品
44
点
。
戎
え
び
す
や
、
角
が

生
え
る
仕
掛
け
の
妲だ
っ
き己
な
ど
が
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲洲本木偶づくりサークルの展示は５月15日まで
開催（詳細は20頁）

水
泳
全
国
大
会
出
場

　

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

「
国
生
み
の
里
」
が
南
あ
わ
じ
市

の
観
光
や
食
、
体
験
を
案
内
す
る

日
帰
り
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
３
月

４
日
、
旅
行
会
社
を
対
象
に
行
い

ま
し
た
。

　

ツ
ア
ー
参
加
者
は
神
戸
な
ど
の

旅
行
会
社
関
係
者
ら
３
人
で
、
お

の
こ
ろ
島
神
社
や
う
ず
し
お
な
ど

を
見
学
。
ガ
イ
ド
の
堀
井
裕や

す
あ
き右

さ

ん
が
、
国
生
み
神
話
や
う
ず
し
お

の
で
き
る
仕
組
み
な
ど
を
現
地
を

　

同
サ
ー
ク
ル
は
淡
路
文
化
資

料
館
の
講
座
で
人
形
づ
く
り
を
学

び
、
講
座
終
了
後
も
上
田
さ
ん

を
含
む
３
人
で
人
形
を
制
作
し
て

い
ま
す
。
桐
の
木
を
掘
り
形
を
整

え
、
貝
殻
の
粉
な
ど
を
使
っ
て
塗

装
し
、頭
を
仕
上
げ
ま
す
。同
サ
ー

ク
ル
が
作
っ
た
頭
は
、
２
月
に
行

わ
れ
た
淡
路
人
形
座
の
復
活
公
演

で
も
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
田
さ
ん
は
、「
人
形
の
表
情

で
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
感
じ
て
ほ

し
い
。
こ
れ
か
ら
も
人
形
の
表
情

だ
け
で
は
な
く
、
操
作
性
の
よ
い

頭
を
作
っ
て
い
き
た
い
」
と
笑
顔

で
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲一斉にスタートするランナー

▲昭和40年代の千手の松

　

三
原
志
知
小
児
童
18
人
が
３
月

９
日
、
大
日
川
の
河
原
で
清
掃
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
５
・
６
年
生

た
の
は
燃
え
る
ゴ
ミ
15
袋
と
燃
え

な
い
ゴ
ミ
が
４
袋
、
粗
大
ゴ
ミ
が

一
山
。
ポ
イ
捨
て
や
上
流
か
ら
流

れ
て
き
た
も
の
な
ど
、
多
種
多
様

な
ゴ
ミ
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

５
年
生
の
別
所
愛あ

珠み

香か

さ
ん
と

村
上
静せ
い

菜な

さ
ん
は
、「
川
に
は
、

自
転
車
の
タ
イ
ヤ
や
ホ
ー
ス
、
田

▲清掃には３～６年生が参加。大日川は、
児童の通学路にある地域の身近な川で、
今後も活動を続けていきたいとしています

▲ゴミを運ぶ児童たち

の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
一
環

で
、
川
の
水
質
や
生
き
物
を
調
査

す
る
環
境
学
習
か
ら
始
ま
っ
た
清

掃
は
、
今
年
で
４
回
目
。
保
護
者

へ
の
チ
ラ
シ
の
ほ
か
、
児
童
が
Ｃ

Ａ
Ｔ
Ｖ
の
音
声
告
知
放
送
で
地
域

に
呼
び
か
け
て
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
１
時
間
か
け
て
集
め

ん
ぼ
で
使
う
袋

の
ゴ
ミ
も
落
ち

て
い
た
。
綺
麗

に
な
っ
て
ほ
し

い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

▲上田さんは「顔の
表情を出すのが最も
難しい」といいます

に
伐
採
さ
れ
ま
し
た
。
根
株
は
、

従
来
の
面
影
を
後
世
に
残
す
た

め
、
保
存
会
に
よ
っ
て
屋
根
付
き

の
囲
い
で
覆
い
、
雨
が
当
た
ら
な

い
よ
う
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

保
存
会
の
奥
井
佳
史
会
長
（
賀

集
）
は
「
以
前
は
、
松
の
下
で
夏

祭
り
を
開
催
し
盆
踊
り
を
す
る

な
ど
、
地
域
の
人
た
ち
の
憩
い
の

場
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
松
が
失

わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
は
残
念
で
す

▲現在も保存されている根株。「子どもの頃はよ
く木に登って遊んだものです。子どもの遊園地
みたいなものでした」と思い出を語る奥井さん

が
、
私
た
ち

の
心
の
中

に
思
い
出
は

ず
っ
と
残
っ

て
い
ま
す
」

と
話
し
て
い

ま
し
た
。

社会福祉協議会がホームページを開設
　社会福祉協議会が新たにホームページを開設しまし

た。ホームページでは福祉事業やボランティア募集、福

祉用品の購入補助、広報わかばなど、利用者が使いやす

いようにカテゴリー分けをして掲載しています。

社会福祉協議会ホームページURL
http://www.minamiawaji-shakyo.or.jp/

▲社協の平見明子さんは、福祉情報
を随時発信していきたいと話します
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地ち

の野
の
東
、紀
伊
水
道
に
面
し

た
諭
鶴
羽
山
系
南
東
面
の
崖
地
に

あ
る
。「
淡
路
国こ
く

御お

蔵く
ら

入い
り

目
録
」に

み
え
る「
な
だ
」の
う
ち
に
含
ま
れ

る
。「
正
保
国
絵
図
」に
下
灘
十
二

か
村
の
一
と
し
て
村
名
が
見
え
る
。

「
は
ぶ
」と
い
う
地
名
は
全
国
に

あ
っ
て
、土
生
の
ほ
か
に
埴
生
、波

分
、波
浮
、土
羽
な
ど
と
書
く
。急

傾
斜
地
の
意
で
あ
ろ
う
。

『続三原郡史』灘 

土
生
（
な
だ
は
ぶ
）

郡
史
の
拾
い
読
み　

知
っ
て
お
き
た
い
・
・
・急

傾
斜
地
の
意
…

問
編
纂
事
務
局

　

市
長
公
室
☎
43
・
５
０
０
２

※第７編 各説 地名の改変 三原郡の大字名と冠称の由来から抜粋

　

円
実
村
の
北
に
あ
る
。
北
か
ら
西

に
か
け
て
の
諭
鶴
羽
山
系
の
稜
り
ょ
う

線せ
ん

部

を
境
に
新
田
北
、
阿
万
上
町
と
接

し
、
南
東
は
、
油ゆ

谷だ
に

村む
ら

に
隣
接
し
た

山
地
に
あ
る
。「
正
保
国
絵
図
」
に

下
灘
十
二
か
村
の一と
し
て
村
名
が
見

え
る
。
地
名
の
由
来
は
、『
重

ち
ょ
う

修し
ゅ
う

淡あ
わ

路じ

常と
き
わ盤
草ぐ
さ
』
で
は
、
祓
川
、
す
な
わ

ち
み
そ
ぎ
を
す
る
川
の
意
と
述
べ
て
い

る
。
諭
鶴
羽
山
の
修
験
道
者
の
往
来

を
思
わ
せ
る
。

見
逃
せ
な
い
、
三
原
郡
域
六
十
二
遺
跡
の

調
査
記
録
！
購
入
は
市
長
公
室
ま
で

灘 

払
川
（
な
だ
は
ら
い
か
わ
）

み
そ
ぎ
を
す
る
川
…

地
名
の
由
来 

そ
の
22
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　さんさんネットは４月に開局10周年を迎えました。これを機会にニュースを含む自主制作番組（アナ
ログ３ｃｈ、デジタル111ｃｈ）の内容を大幅に変更し、新しい番組プログラムを編成しました。ニュー
スはもちろんのこと、市内で行われた講演やイベントなど市民の皆さんのケーブルテレビ局としてス
タートします。

　

土
生
村
の
東
、紀
伊
水
道
に
面

し
た
諭
鶴
羽
山
系
南
東
面
の
山
地

に
あ
る
。「
淡
路
国
御
蔵
入
目
録
」

に
み
え
る「
な
だ
」の
う
ち
に
含
ま

れ
、「
正
保
国
絵
図
」に
下
灘
十
二

か
村
の
一
と
し
て
村
名
が
見
え
る
。

『
味
地
草
』に
よ
れ
ば
、円
実
と
い

う
地
名
は
、「
円え
ん

頓ど
ん

実じ
っ
そ
う相

」と
い
う
仏

教
用
語
か
ら
考
え
ら
れ
た
地
名
と

い
う
。修し

ゅ
げ
ん
ど
う

験
道
の
霊
山
諭
鶴
羽
山
の

下
に
あ
る
村
で
あ
る
。天
台
宗
を
円

頓
宗
と
も
い
う
の
で
、天
台
宗
系
の

京
都
聖
護
院
を
本
山
と
す
る
本
山

派
の
修
験
道
者
が
名
付
け
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

灘 

円
実
（
な
だ
え
ん
じ
つ
）仏

教
用
語
か
ら
…

さんさんネットが 
生まれ変わります

コミュニティチャンネル大幅変更

さんさんニュースが週２回更新に！

地域の
皆さん

が主役

新番組
【いきいきライフ】時間＝午前8時～、午後２時～、午後８時～
健康や医療、日常生活に役立つ知識や教養を、市内で行われ
た講座や講演を通して放送します。

【市役所からのお知らせ】時間＝午前11時～、午後３時～
市役所各担当課から、行政情報を迅速にお送りします。
※新しい番組プログラムは、さんさんネット窓口に備え付けてい
　るほか放送案内やホームページなどでもご覧いただけますの 
　でご利用ください

　まちの身近な話題や近々行われるイベントの案内などを放送します。そして皆さんの笑顔や輝きを
より多く取材し伝えていきます。
更新日時　毎週火曜・金曜日午後７時～

▲平成23年度に、カメラや編集
機など放送機器を１年間かけて
更新し、自主放送番組の画質向
上を図ります
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